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は じ め に 

この調査は、授業・学習の状況、食事状況、アルバイトの状況など学生生活の現

状及び大学への意見・要望などを幅広く把握する目的で全学部学生を対象に実施し

ました。 

2025 年度の調査は、WEB にて行い、全学生の７割を超える学生から調査回答を

得ることができました。この調査結果では、前回調査結果との比較を行いながらま

とめています。この報告書を参考に、関係の方々には学生の現状を確認し、今後の

学生への指導、対応に役立てていただければ幸いです。 

大学においても、学生がより有意義な学生生活を過ごせるよう、大学として取り

組むべき課題解決方策実現に向けての基礎的資料として活用したいと思います。 

最後に、調査実施に協力してもらった学生諸君及び報告書作成にご尽力いただい

た学生委員会の先生方、その他調査にご協力いただいた関係者の皆様方に深く感謝

申し上げます。 

 

令和 8 年 3 月 

大阪体育大学 学生委員会 

委員長  松田 基子 
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１．調査目的 

本調査は、大阪体育大学に在籍する学生を対象として、生活状況や学業などについて意見を

聞き、学生生活を送る上でよりよいキャンパスづくりに役立てるとともに、今後の学生を対象

とした施設や制度のあり方を検討する際の参考とすることを目的としている。 

 

２．調査項目 

調査項目 質問項目 

1．基本項目 
◆F1. ①所属学部・学科 ②年次 ③性別 ④入学方法  

⑤課外活動       ⑥居住形態 

2．住居と暮らしについて 

◆問 1.家賃等 ◆問 2.大学への通学方法 ◆問 3.通学時間  

◆問 4.通学中の事故の経験 ◆問 4-1.事故の内容 

◆問 5.一ヶ月平均の生活費 

◆問 6.家族からもらう生活費等の一ヶ月の平均金額 ◆問 7.経済状況 

◆問 8.アルバイトの週平均労働時間数 ◆問 8-1.主なアルバイトの時間帯 

◆問 9.アルバイトの月平均収入 ◆問 10.アルバイトをする理由  

◆問 11.アルバイトが理由での授業の欠席経験 

3．授業・学習について 

◆問 12.カリキュラム・時間割について ◆問 13.授業の出席状況 

◆問 14.授業内容の理解度 ◆問 14-1.理解困難な理由 

◆問 15.考えや課題を発表する授業 ◆問 16.教員に質問や意見を述べたこと 

◆問 17.学生同士が講義する授業 ◆問 18.定期的な小テストやレポート 

◆問 19.自習時間について ◆問 20.授業とは関係ない勉強時間 

◆問 21.授業時間外に授業内容について話し合ったり一緒に勉強したこと 

◆問 22.教職員に学修に関する相談  

◆問 23.授業や課題のために図書館で資料・文献を調べたこと 

◆問 24.授業や課題のためにインターネットで資料・文献を調べたこと 

◆問 25.オンライン授業の満足度 

◆問 26.増やしてほしい授業形態  

◆問 27.ラーニングコモンズの利用状況 

◆問 28.大阪体育大学のポータルサイトの認知度 

◆問 29.Gmailの利用状況 ◆問 30.Campus-Xsの認知度 

◆問 31.大学の情報を見るための利用媒体 

4．課外活動等について 

◆問 32.学内の課外活動の参加状況 ◆問 32-1.課外活動の活動時間 

◆問 32-2.課外活動の不参加理由 

◆問 33.大学祭（雨山祭）の参加状況  

◆問 33-1.大学祭(雨山祭)の不参加理由 

5．健康等について 

◆問 34.朝食の摂食状況 ◆問 34-1. 朝食の摂食場所 

◆問 35.三食の栄養摂取状況 ◆問 36.食生活について  

◆問 36-1.「食べた方が健康に良いと思われるものが食べられてない」理由 

◆問 37.100 円朝食の利用状況 ◆問 37-1.100 円朝食について感じたこと 

6．不安や悩みについて 

◆問 38.大学で仲良くしている友人と知り合ったきっかけ 

◆問 39.悩みや課題の有無 ◆問 40.悩みや課題の具体的内容 

◆問 41.悩みの相談相手 

◆問 42.学生相談室・スポーツカウンセリングルームについて 

7．マナー等について 
◆問 43 マナーアップキャンペーンについて 

◆問 44.学生のマナーが悪いと思うもの ◆問 45.学内での被害の経験 

8．進路と就職について 

◆問 46.将来の希望職種 ◆問 47.進路を考える上での情報入手手段 

◆問 48.卒業後の進路に向けた準備開始時期 

◆問 49.キャリア支援センターの利用状況 

◆問 49-1.キャリア支援センターの利用方法 

◆問 49-2.キャリア支援センターを利用していない理由 

◆問 50. 教職支援センターの利用状況 

◆問 50-1. 教職支援センターの利用方法 

◆問 50-2. 教職支援センターを利用していない理由 
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調査項目 質問項目 

9．ボランティア活動に 

ついて 

◆問 51.ボランティア活動の経験 

◆問 51-1.ボランティア活動に参加した理由 

◆問 51-2.ボランティア活動の経験がない理由 

◆問 52.ボランティア活動への興味・関心 

◆問 52-1.参加を希望するボランティア活動内容 

◆問 53.ボランティア活動に関する大学での取り扱い 

10．大学施設等について 

◆問 54.大学内で空き時間に利用（滞在）する施設 

◆問 55.図書館の利用状況 

◆問 55-1.新聞の閲読について ◆問 55-2.読書について 

◆問 56.トレーニングルーム（Ｓ＆Ｃ）・ＡＴルームの利用状況  

◆問 56-1.トレーニングルーム（Ｓ＆Ｃ）・ＡＴルームの利用時間 

◆問 57.昼食時に利用する施設 

◆問 58.大学事務局の窓口の対応 

◆問 59.大阪体育大学の学生生活の満足度 

11．大学への意見・要望  

 

３．調査設計 

調査対象 学部学生全員 

調査方法 WEB調査 

調査期間 令和 7年 11月 21日～令和 8年 2月 13日 

 

４．回収状況 

学部・研究科 対象学生数 有効回収数 有効回収率 

体育学部     ／ スポーツ教育学科 621 461 74.2％ 

体育学部     ／ 健康・スポーツマネジメント学科 398 257 64.6％ 

スポーツ科学部 ／ スポーツ科学科 1,142 843 73.8％ 

教育学部     ／ 教育学科 604 452 74.8％ 

合 計 2,765 2,013 72.8％ 

 

５．報告書の見方 

（１）図中の N（Number of case）は、設問に対する回答者数のことである。 

（２）回答比率（％）は回答者数（N）を 100％として算出し、小数点以下第 2 位を四捨五入し

て表示した。四捨五入の結果、内訳の合計が計に一致しないことがある。また、一人の

回答者に複数の回答を求める設問では、回答比率（％）の計は 100.0％を超える。 
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１．基本項目 

■①所属学部・学科 

【図 F-1 所属学部・学科】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※選択肢が変更になったため、令和 6・7 年度のみ掲載 

■②年次 

【図 F-2 年次】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■③性別 

【図 F-3 性別】 
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■④入学方法 

【図 F-4 入学方法】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■⑤課外活動 

【図 F-5 課外活動】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■⑥居住形態 

【図 F-6 居住形態】 

 

  
39.9

41.4

40.7

50.9

50.0

49.6

9.2

8.7

9.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和7年度

（N=2,013）

令和6年度

（N=1,821）

令和5年度

（N=1,699）

自宅 自宅外で一人生活 自宅外で共同生活

56.3

54.1

73.3

43.7

45.9

26.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和7年度

（N=2,013）

令和6年度

（N=1,821）

令和5年度

（N=1,699）

参加している 参加していない

26.7

25.2

19.5

23.3

22.2

21.1

39.2

37.8

36.6

6.8

10.9

19.0

0.5

0.4

0.6

3.4

3.5

3.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和7年度

（N=2,013）

令和6年度

（N=1,821）

令和5年度

（N=1,699）

総合型選抜・卒業生子女型選抜 特別総合型選抜 学校推薦型選抜(指定校推薦含む)

一般選抜 大学入学共通テスト利用選抜 その他の入試



◆◇Ⅱ 調査結果 ２．住居と暮らしについて◇◆ 

- 5 - 

２．住居と暮らしについて 

【結果概要（問 1）】 

問 1. 自宅外で居住の場合の家賃等（共益費等を含む）は、「3 万円以上 5 万円未満」が

56.6％と最も多く、「3 万円未満」（6.8％）と合わせると「5 万円未満」は 63.4％となっている。 

令和 7 年度、令和 6 年度、令和 5 年度（以後、「今回調査」、「前回調査」、「前々回調査」とす

る）で比べると、今回調査では「3 万円以上 5 万円未満」が減少し、「5 万円以上 7 万円未満」

が増加している。 

年次別でみると、3 年次では「5 万円以上 7 万円未満」が 36.9％と他年次と比べると多くなっ

ている。 

性別でみると、「5 万円未満」では男子学生は 67.3％、女子学生は 55.8％と男子学生の方が

11.5ポイント多くなっている。＜図 1＞ 

 

■問 1. 家賃等（共益費等を含む）（過年度調査・年次別・性別） 

【図 1 家賃等（共益費等を含む）】 
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【結果概要（問 2）】 

問 2. 大学への通学方法としては「バイク」が 42.0％で最も多く、次に「自転車」「電車＋バ

イク」「自動車」「電車＋自転車」がそれぞれ 15.3％、12.3％、10.8％、9.9％となっている。 

年次別でみると、「自動車」は年次が上がるほど多くなり、1 年次の 5.3％に対して 4 年次で

は 18.3％となっている。一方、「自転車」は 1 年次では 2 割を超えているが、2 年次以降は 1 割

台前半で推移している。＜図 2＞  

 

■問 2. 大学への通学方法（過年度調査・年次別） 

【図 2 大学への通学方法】 
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【結果概要（問 3）】 

問 3. 通学時間は、「30分未満」が 62.2％と 6割を占めている。 

年度別でみると、「30 分未満」と「30 分以上 60分未満」を合わせた「60 分未満」は今回調査

が 72.3％、前回調査が 70.3％で 2.0ポイント増加し、「120 分以上」が前回調査と比べて 0.9 ポ

イント減少している。 

通学時間を居住形態別にみると、「自宅」からの学生は「60 分以上 90 分未満」が 27.0％と最

も多いが、「自宅外」の学生は 9 割以上が「30 分未満」と大学の近い場所に居住しており、「自

宅外で一人生活」の学生は 96.0％にのぼっている。＜図 3＞ 

 

■問 3.通学時間（片道）（過年度調査・居住形態別） 

【図 3 通学時間（片道）】 
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【結果概要（問 4・問 4-1）】 

問 4. 通学中の事故の経験の有無としては、「ある」が 14.4％となっており、前回調査の

13.4％と比べると 1.0ポイント増加しており、年々増加している。＜図 4＞ 

問 4-1. 通学中の事故の内容としては、「自損事故（転倒など）」が 57.8％と最も多く、次に

「接触・衝突をした」が 26.6％、「接触・衝突をされた」が 26.0％となっている。＜図 4-1＞ 

 

■問 4・問 4-1．通学中の事故の経験と内容（過年度調査・通学方法別） 

【図 4 通学中の事故の経験】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

【図 4-1 事故の内容】 

 

 

  

  

57.8

26.6

26.0

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自損事故（転倒など）

接触・衝突をした

接触・衝突をされた

その他

<令和7年度 N=289>

50.0

10.0

40.0

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

<電車＋バス N=10>

65.0

22.5

20.0

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

<電車＋バイク N=40>

47.8

34.8

34.8

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

<電車＋自転車 N=23>

40.0

16.0

44.0

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

<自動車 N=25>

50.0

0.0

50.0

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

<その他 N=2>

73.2

14.6

22.0

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

<自転車 N=41>

0.0

0.0

0.0

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

<徒歩 N=0>

56.8

33.1

23.0

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自損事故（転倒など）

接触・衝突をした

接触・衝突をされた

その他

<バイク N=148>

14.4 

13.4 

12.9 

6.1 

16.2 

11.5 

11.5 

17.5 

13.4 

0.0 

12.5 

85.6 

86.6 

87.1 

93.9 

83.8 

88.5 

88.5 

82.5 

86.6 

100.0 

87.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和7年度(N=2,013)

令和6年度(N=1,821)

令和5年度(N=1,699)

電車＋バス(N=165)

電車＋バイク(N=247)

電車＋自転車(N=200)

自動車(N=218)

バイク(N=846)

自転車(N=307)

徒歩(N=14)

その他(N=16)

ある ない



◆◇Ⅱ 調査結果 ２．住居と暮らしについて◇◆ 

- 9 - 

 

【結果概要（問 5）】 

問 5. 一ヶ月平均の生活費は「4 万円以上 6 万円未満」が 36.1％で最も多く、「2 万円以上 4

万円未満」が 31.8％、「6 万円以上 8 万円未満」が 13.2％と続き、全体で 80.6％の学生が「6 万

円未満」となっている。 

年度別でみると、「6 万円以上 8 万円未満」と「8 万円以上」を合わせた「6 万円以上」は今回

調査では 19.4％で、前回調査の 18.6％と比べて 0.8 ポイント増加、「6 万円未満」は今回調査で

は 80.6％で、前回調査の 81.5％と比べて 0.9ポイント減少している。 

居住形態別でみると、「自宅」から通学している学生は「4 万円以上 6 万円未満」が 26.1％、

であるのに対し、「自宅外で一人生活」と「自宅外で共同生活」ではそれぞれ 43.8％、37.3％と

多くなっている。＜図 5＞ 

 

■問 5. 一ヶ月平均の生活費（過年度調査・居住形態別） 

【図 5 一ヶ月平均の生活費】 
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【結果概要（問 6）】 

問 6. 家族からもらう生活費等の一ヶ月の平均金額は「2 万円未満」が 46.9％と最も多く、次

に「2万円以上 4万円未満」が 20.5％、「4万円以上 6万円未満」が 20.3％となっている。 

年度別でみると、「2 万円未満」が今回調査では 46.9％と、前回調査の 49.8％よりやや減少し

ている。 

居住形態別でみると、「自宅外で一人生活」と「自宅外で共同生活」では、「2 万円未満」がそ

れぞれ 25.1％、21.1％に対し、「自宅」から通学している学生では 80.6％と 8 割を超えている。

＜図 6＞ 

 

■問 6. 家族からもらう生活費等の一ヶ月の平均金額（過年度調査・居住形態別） 

【図 6 家族からもらう生活費等の一ヶ月の平均金額】 
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【結果概要（問 7）】 

問 7. 自身の経済状況としては、「ふつう」が 43.5％と最も多く、「やや苦しい」が 23.2％、

「やや余裕がある」が 13.3％と続いている。 

年度別でみると、「余裕がある」が今回調査では 11.8％と、前回調査の 9.5％より 2.3 ポイン

ト増加している。 

居住形態別でみると、どの居住形態でも「ふつう」が最も多く、「自宅」から通学している学

生では 42.8％、「自宅外で一人生活」では、44.4％、「自宅外で共同生活」では 41.6％といずれ

も 4割を超えている。＜図 7＞ 

 

■問 7.自分の経済状況についてどのように感じていますか（過年度調査・居住形態別） 

【図 7 自分の経済状況についてどのように感じていますか】 
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【結果概要（問 8・8-1）】 

問 8. アルバイトの状況としては、「している」が 76.4％と全体の 7 割以上を占めている。

「週平均労働時間数」は、「10時間以上 20時間未満」が 38.3％と最も多くなっている。 

居住形態別でみると、「自宅外で共同生活」では「していない」が 63.2％と他と比べて多くな

っている。＜図 8＞ 

問 8-1. 主なアルバイトをしている時間帯としては「夕方～夜」が 67.7％と最も多く、次に

「深夜から早朝」が 14.6％、「昼間」が 8.3％、「午前中」が 6.7％となっている。＜図 8-1＞   

 

■問 8. アルバイトの週平均労働時間数（過年度調査・居住形態別） 

■問 8-1.主なアルバイトの時間帯（過年度調査） 

【図 8 アルバイトの週平均労働時間数】 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図 8-1 主なアルバイトの時間帯】 
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【結果概要（問 9）】 

問 9. アルバイトの月平均収入としては、「4 万円以上 6 万円未満」が 25.9％と最も多く、次

に「6万円以上 8万円未満」が 24.8％となっている。 

年度別でみると、「8万円以上」が年々増加している。 

居住形態別でみると、「自宅」では「6 万円以上 8 万円未満」が 27.5％、「自宅外で一人生活」

では「4 万円以上 6 万円未満」が 26.4％、「自宅外で共同生活」では「2 万円以上 4 万円未満」

が 41.2％で最も多くなっている。＜図 9＞ 

 

■問 9. アルバイトの月平均収入（過年度調査・居住形態別） 

【図 9 アルバイトの月平均収入】 
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【結果概要（問 10）】 

問 10. アルバイトをする理由としては、「生活費」が 80.7％と最も多くなっている。 

年度別でみると、「学費」は前々回調査が 17.4％、前回調査が 16.1％、今回調査が 14.6％と

年々減少している。 

居住形態別でみると、「生活費」が「自宅外で一人生活」では 85.9％、「自宅外で共同生活」

では 88.2％でともに 8 割を超えているが、「自宅」から通学している学生では 74.4％と他と比

べて少なくなっている。＜図 10＞ 

 

■問 10. アルバイトをする理由（過年度調査・居住形態別） 

【図 10 アルバイトをする理由】 

  

81.9

16.1

16.9

37.6

45.5

15.5

4.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

<令和6年度 N=1,395>

81.7

17.4

21.3

37.7

41.9

16.8

3.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

<令和5年度 N=1,282>

80.7

14.6

17.5

37.7

45.4

15.3

5.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

生活費

学費

課外活動費

交際費

旅行・レジャー費

携帯電話・

インターネット費

その他

<令和7年度 N=1,538>

74.4

16.4

17.6

39.8

50.8

20.3

6.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

生活費

学費

課外活動費

交際費

旅行・レジャー費

携帯電話・

インターネット費

その他

<自宅 N=706>

85.9

12.4

17.0

35.9

41.8

11.1

4.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

<自宅外で一人生活

N=764>

88.2

19.1

22.1

36.8

30.9

10.3

1.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

<自宅外で共同生活

N=68>



◆◇Ⅱ 調査結果 ２．住居と暮らしについて◇◆ 

- 15 - 

 

【結果概要（問 11）】 

問 11. アルバイトが理由での授業の欠席経験は、「ある」は 9.4％、「ない」は 90.6％となっ

ている。 

年度別でみると、今回調査と前回調査では、「ある」が 0.2ポイント減少している。 

年次別でみると、アルバイトが理由での授業の欠席経験が「ある」は「2 年次」が 11.0％、

「3 年次」が 11.5％、「4 年次」が 8.5％に対して、「1 年次」は 6.5％と他と比べて少なくなっ

ている。＜図 11＞ 

 

■問 11. アルバイトが理由での授業の欠席経験（過年度調査・年次別） 

【図 11 アルバイトが理由での授業の欠席経験】 
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３．授業・学習について 

【結果概要（問 12）】 

問 12. カリキュラム・時間割についてどう感じているかでは、「特に不満なし」が 68.4％で 6 

割以上を占めている。不満内容としては、「時間割が重なっているので、履修したい科目が選択

できない」が 17.7％と最も多くなっている。 

年度別でみると、「特に不満なし」が前々回調査では 67.2％、前回調査では 67.3％、今回調

査では 68.4％と、年々増加している。＜図 12-A＞ 

 

■問 12. カリキュラム・時間割について（過年度調査） 

【図 12-A カリキュラム・時間割について】 
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問 12. 所属学部・学科別でみると、「特に不満なし」が全ての所属学部・学科で最も多くなっ

ており、なかでも体育学部スポーツ教育学科では 75.3％であるのに対して、体育学部健康・ス

ポーツマネジメント学科では 65.0％と 10.3 ポイント低くなっている。また体育学部健康・スポ

ーツマネジメント学科では「時間割が重なっているので、履修したい科目が選択できない」が

他の所属学部・学科と比べて多くなっている。＜図 12-B＞ 

 

■問 12. カリキュラム・時間割について（学科別） 

【図 12-B カリキュラム・時間割について】 
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【結果概要（問 13）】 

問 13. 履修科目全体の授業の出席状況の割合は、「ほぼ 100％」が 38.3％となっており、

「80％以上」の 46.9％を合わせると 85.2％となっている。 

所属学部・学科別でみると、体育学部健康・スポーツマネジメント学科では「ほぼ 100％」が

49.4％と他の学部・学科と比べると多くなっている。＜図 13＞ 

 

■問 13. 履修科目全体の授業の出席状況（学科別） 

【図 13 履修科目全体の授業の出席状況】 
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【結果概要（問 14）】 

問 14. 履修科目全体の授業内容の理解度としては、「まあまあ理解できている」が 56.8％と

最も多く、「ほぼ理解できている」の 31.8％を合わせると、88.6％の学生が「授業を理解できて

いる」と回答している。＜図 14-A＞ 

「朝食の摂食状況」とのクロス集計では、「ほとんど毎日摂る」の学生は「多少困難である」

が 9.4％、「ほとんど理解できていない」が 0.9％、合わせると 10.3％となり、「週に２～３回摂

る」が 12.8％、「摂らない」が 13.5％と比べると少なくなっている。＜図 14-B＞ 

「図書館の利用状況」とのクロス集計では、図書館の利用頻度が多いほど、「ほぼ理解できて

いる」の割合は多くなっている。＜図 14-C＞ 

 

■問 14. 履修科目全体の授業内容の理解状況（一週間の自習時間別） 

【図 14-A 履修科目全体の授業内容の理解状況】 
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■問 14. 履修科目全体の授業内容の理解状況（朝食摂食状況別・図書館の利用状況別） 

【図 14-B 履修科目全体の授業内容の理解状況（朝食摂食状況別）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

【図 14-C 履修科目全体の授業内容の理解状況（図書館の利用状況別）】 
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【結果概要（問 14-1）】 

問 14-1. 問 14 で授業内容の理解が「多少困難である」と「ほとんど理解できていない」と回

答した学生に理解困難な理由を尋ねたところ、「自分の学力が不十分である」の回答が 58.3％と

最も多く、次に「授業内容が高度すぎて理解できない科目が多い」が 36.5％、「自分の勉学の意

欲や努力が不足している」が 27.8％となっている。 

年度別でみると、「自分の学力が不十分である」は前回調査と比べて 0.7 ポイント増加し、

「授業内容が高度すぎて理解できない科目が多い」も前回調査と比べて 2.5 ポイント増加して

いる。 

年次別でみると、４年次では「自分の学力が不十分である」が 40.9％と他の年次と比べて少

なくなっている。＜図 14-1＞ 

 

■問 14-1. 授業内容が理解困難な理由（過年度調査・年次別） 

【図 14-1 授業内容が理解困難な理由】 
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【結果概要（問 15）】 

問 15. 自分の考えや課題を発表する授業はあったかでは、「ときどきあった」が 50.6％で最

も多く、「よくあった」が 22.9％で続く。 

年度別でみると、「ときどきあった」は前回調査と比べて 1.5 ポイント増加し、「あまりなか

った」は前回調査と比べて 0.8ポイント減少している。 

所属学部・学科別でみると、スポーツ科学部スポーツ科学科では「よくあった」が 10.6％と

他の学部・学科と比べて少なくなっている。＜図 15＞ 

 

■問 15. 自分の考えや課題を発表する授業の有無（過年度調査・学科別） 

【図 15 自分の考えや課題を発表する授業の有無】 
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【結果概要（問 16）】 

問 16. 教員に質問したり、意見を述べたことはあるかでは、「あまりなかった」が 41.1％と

最も多く、「ときどきあった」が 35.8％、「まったくなかった」が 12.1％で続く。 

年度別でみると、「ときどきあった」は前回調査と比べて 1.2 ポイント増加し、「よくあった」

は前回調査と比べて 0.8ポイント減少している。 

所属学部・学科別でみると、スポーツ科学部スポーツ科学科では「よくあった」が 6.6％と他

の学部・学科と比べて少なくなっている。＜図 16＞ 

 

■問 16. 教員に質問したり、意見を述べたことがあるか（過年度調査・学科別） 

【図 16 教員に質問したり、意見を述べたことがあるか】 
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【結果概要（問 17）】 

問 17. 学生同士が講義する授業の有無は、「ときどきあった」が 40.9％で最も多く、「あまり

なかった」が 28.5％、「よくあった」が 18.2％で続く。 

年度別でみると、「まったくなかった」は前回調査と比べて 1.4 ポイント減少し、「よくあっ

た」は前回調査と比べて 1.1ポイント増加している。 

所属学部・学科別でみると、スポーツ科学部スポーツ科学科では「よくあった」が 8.4％と他

の学部・学科と比べて少なくなっている。＜図 17＞ 

 

■問 17. 学生同士が講義する授業の有無（過年度調査・学科別） 

【図 17 学生同士が講義する授業の有無】 
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【結果概要（問 18）】 

問 18. 定期的に小テストやレポートが課せられた授業の有無は、「ときどきあった」が

47.3％で最も多く、「よくあった」が 45.2％「あまりなかった」が 6.8％で続く。 

年度別でみると、「よくあった」は前回調査と比べて 0.7 ポイント増加し、「あまりなかった」

は前回調査と比べて 0.7ポイント減少している。 

所属学部・学科別でみると、教育学部教育学科では「よくあった」が 51.8％と他の学部・学

科と比べて多くなっている。＜図 18＞ 

 

■問 18. 定期的に小テストやレポートが課せられた授業の有無（過年度調査・学科別） 

【図 18 定期的に小テストやレポートが課せられた授業の有無】 
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【結果概要（問 19）】 

問 19. 一週間あたりの授業の予習・復習や課題をする時間としては、「1 時間未満」が 47.7％

と最も多くなっており、次に「1 時間以上 6 時間未満」が 25.1％「0 時間」が 24.5％となって

いる。 

所属学部・学科別でみると、教育学部教育学科では「1 時間以上 6 時間未満」が 31.6％と他

の学部・学科と比べて多くなっている。＜図 19＞ 

 

■問 19. 一週間あたりの授業の予習・復習や課題をする時間（過年度調査・学科別） 

【図 19 一週間あたりの授業の予習・復習や課題をする時間】 
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【結果概要（問 20）】 

問 20. 一週間あたりの授業とは直接関係のない勉強をしている時間は、「1 時間未満」が 

40.7％で最も多く、次に「0 時間」が 37.5％、「1 時間以上 6 時間未満」が 17.5％となっている。 

所属学部・学科別でみると、体育学部スポーツ教育学科と体育学部健康・スポーツマネジメ

ント学科では「1 時間以上 6 時間未満」がそれぞれ 23.2％、23.3％で他の学部・学科と比べて

多くなっている。＜図 20＞ 

 

■問 20.  一週間あたりの授業とは直接関係のない勉強をしている時間（過年度調査・学科別） 

【図 20 一週間あたりの授業とは直接関係のない勉強をしている時間】 
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【結果概要（問 21）】 

問 21. 授業時間外に他の学生と授業内容について話し合ったり一緒に勉強したことはあるか

は、「ときどきあった」が 53.2％で最も多く、「あまりなかった」が 20.8％、「よくあった」が

18.2％で続く。 

年度別でみると、「あまりなかった」は前回調査と比べて 1.5ポイント減少している。 

所属学部・学科別でみると、教育学部教育学科では「よくあった」が 24.1％と他の学部・学

科と比べると多くなっている。＜図 21＞ 

 

■問 21. 授業時間外に他の学生と授業内容について話し合ったり一緒に勉強したことはあるか

（過年度調査・学科別） 

【図 21 授業時間外に他の学生と授業内容について話し合ったり一緒に勉強したことはあるか】 
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【結果概要（問 22）】 

問 22. 教職員に学修に関する相談をしたことがあるかでは、「あまりなかった」が 39.1％で

最も多く、「まったくなかった」が 28.2％、「ときどきあった」が 25.9％で続く。 

年度別でみると、「よくあった」と「ときどきあった」を合わせた割合は、今回調査が 32.8％、

前回調査が 29.3％となっており、前回調査より 3.5ポイントとやや増加している。 

所属学部・学科別でみると、教育学部教育学科では「よくあった」が 11.7％で他の学部・学

科と比べるとやや多くなっている。＜図 22＞ 

 

■問 22. 教職員に学修に関する相談をしたことがあるか（過年度調査・学科別） 

【図 22 教職員に学修に関する相談をしたことがあるか】 
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【結果概要（問 23）】 

問 23. 授業や課題のために図書館で資料・文献を調べたことがあるかでは、「まったくなかっ

た」が 41.3％で最も多く、「あまりなかった」が 31.8％、「ときどきあった」が 21.3％で続く。 

年度別でみると、「よくあった」と「ときどきあった」を合わせた割合は、今回調査が 27.0％、

前回調査が 25.7％となっており、前回調査より 1.3ポイントとやや増加している。 

所属学部・学科別でみると、スポーツ科学部スポーツ科学科では「まったくなかった」が

45.9％と最も多く、「あまりなかった」の 30.6％を合わせると、76.5％の学生が図書館で資料な

どを調べたことがないと回答している。＜図 23＞ 

 

■問 23. 授業や課題のために図書館で資料・文献を調べたことがあるか（過年度調査・学科別） 

【図 23 授業や課題のために図書館で資料・文献を調べたことがあるか】 
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【結果概要（問 24）】 

問 24 授業や課題のためにインターネットで資料・文献を調べたことがあるかでは、「ときど

きあった」が 44.8％で最も多く、「よくあった」が 23.5％、「あまりなかった」が 20.2％で続く。 

年度別でみると、「よくあった」と「ときどきあった」を合わせた割合は、今回調査が 68.3％、

前回調査が 71.2％となっており、前回調査より 2.9ポイント減少している。 

所属学部・学科別でみると、教育学部教育学科では「よくあった」が 29.6％で他の学部・学

科と比べると多くなっている。＜図 24＞ 

 

■問 24. 授業や課題のためにインターネットで資料・文献を調べたことがあるか 

（過年度調査・学科別） 

【図 24 授業や課題のためにインターネットで資料・文献を調べたことがあるか】 
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【結果概要（問 25）】 

問 25. オンライン授業の満足度では、「満足」と「やや満足」を合わせた割合は 89.6％、「不

満」と「やや不満」を合わせた割合は 10.5％と満足している学生が多い。 

年度別でみると、「不満」と「やや不満」を合わせた不満度は、今回調査が 10.5％、前回調査

が 12.8％となっており、前回調査より 2.3ポイント減少している。 

所属学部・学科別でみると、体育学部スポーツ教育学科では「満足」が 58.1％と他の学部・

学科と比べてやや多くなっている。 

年次別では、「満足」と「やや満足」を合わせた割合はどの年次も８割を超えているが、2 年

次では 88.3％と最も低くなっている。＜図 25＞ 

 

■問 25. オンライン授業の満足度（過年度調査・学科別・年次別） 

 

【図 25 オンライン授業の満足度】 
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【結果概要（問 26）】 

問 26. 増やしてほしい授業形態は、「オンデマンド」が 64.3%と最も多く、次に「実技」が

26.9％、「グループワーク」が 19.0％となっている。 

年度別でみると、前年調査と比べて「オンデマンド」はやや増加傾向となっている。 

＜図 26-A＞ 

所属学部・学科別でみると、教育学部教育学科では、「グループワーク」と「実技」がそれぞ

れ 24.3%、32.7%で、他の学部と比べると多くなっている。＜図 26-B＞ 

年次別でみると、4 年次は「グループワーク」や「ディスカッション」が他の年次に比べてや

や多く、対して「オンデマンド」が他の年次に比べて少なくなっている。 

性別でみると、「オンデマンド」は、すべての学生で最も多く、男子学生では 64.7％、女子学

生では 63.6％となっている。＜図 26-C＞ 

 

■問 26. 増やしてほしい授業形態（過年度調査） 

【図 26-A 増やしてほしい授業形態】 
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■問 26. 増やしてほしい授業形態（学科別） 

 

【図 26-B 増やしてほしい授業形態】 
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■問 26. 増やしてほしい授業形態（年次別・性別） 

 

【図 26-C 増やしてほしい授業形態】 
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【結果概要（問 27）】 

問 27. ラーニングコモンズの利用状況としては、「ラーニングコモンズがあるのを知っている

が利用したことはない」が 49.7％と最も多く、「よく行って利用している」の 7.0％と「たまに

行って利用している」の 35.7％を合わせた利用経験者は 42.7％となっている。 

年度別でみると、利用経験者は前回調査より増加しており、「ラーニングコモンズがあるのを

知らない」も前回調査の 12.5％に対し、今回調査では 7.7％と減少している。 

年次別でみると、3 年次では利用経験者が 33.9％で他の年次と比べて少なく、また「ラーニ

ングコモンズがあるのを知っているが利用したことはない」が 59.0％で他の年次と比べて多く

なっている。＜図 27＞ 

 

■問 27. ラーニングコモンズの利用状況（過年度調査・年次別） 

【図 27 ラーニングコモンズの利用状況】 
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【結果概要（問 28）】 

問 28.ポータルサイトの認知度では、「名称は知っており、時々アクセスする」が 84.8％と最

も多く、次に「よく知っており、毎日アクセスしている」が 11.0％となっている。 

年度別でみると、「名称を知らないし、アクセスしたこともない」は、前回調査では 5.0％に

対し、今回調査では 4.1％と、0.9ポイント減少している。 

年次別でみると、4 年次では「よく知っており、毎日アクセスしている」が 12.9％で他の年

次と比べてやや多くなっている。＜図 28＞ 

 

■問 28.ポータルサイトの認知度（過年度調査・年次別） 

【図 28 ポータルサイトの認知度】 
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【結果概要（問 29）】 

問 29. Gmail の利用状況については、「大学からの通信手段として利用している」が 49.1％と

最も多く、次に「大学とプライベートの両方で利用している」が 48.5％となっている。 

年度別でみると、「大学からの通信手段として利用している」は前回調査では 47.7％に対し、

今回調査では 49.1％と、1.4ポイント増加している。 

年次別にみると、年次が上がるごとに「大学とプライベートの両方で利用している」は増加

し、「大学からの通信手段として利用している」は減少している。＜図 29＞ 

 

■問 29. Gmail の利用状況（過年度調査・年次別） 

【図 29 Gmail の利用状況】 
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【結果概要（問 30）】 

問 30.Campus-Xs を知っているかという問いについては、「名称は知っており、時々アクセス

する」が 82.3％と最も多く、「よく知っており、毎日アクセスしている」が 16.6％、「名称を知

らないし、アクセスしたこともない」が 1.1％で続く。 

年度別でみると、「よく知っており、毎日アクセスしている」は前回調査の 13.5％に対し、今

回調査では 16.6％と 3.1 ポイント増加し、「名称を知らないし、アクセスしたこともない」は前

回調査の 2.5％に対し、今回調査では 1.1％と 1.4ポイント減少している。 

年次別にみると、「よく知っており、毎日アクセスしている」は 4 年次が 17.8％で他の年次と

比べてやや多く、「名称は知っており、時々アクセスする」は 3 年次が 83.8％で最も多くなって

いる。＜図 30＞ 

 

■問 30.Campus-Xs の認知度（過年度調査・年次別） 

【図 30  Campus-Xs の認知度】 
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【結果概要（問 31）】 

問 31. 大学の各種情報提供サイトなどにアクセスする際、どの媒体を利用しているかについ

ては、「スマートフォン」が 84.2％と最も多く、次に「自宅のパソコン」の 63.9％となってい

る。 

年度別でみると、「自宅のパソコン」と「スマートフォン」は年々減少しているが、「大学の

パソコン」は今回調査では 16.0％となっており、年々増加している。 

性別でみると、「スマートフォン」はすべての学生で最も多く、男子学生は 82.2％、女子学生

は 88.5％となっている。＜図 31＞ 

 

■問 31. 大学の情報を見るために利用している媒体（過年度調査・性別） 

【図 31 大学の情報を見るために利用している媒体】 
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４．課外活動等について 

【結果概要（問 32）】 

問 32. 学内の課外活動への参加状況としては、「クラブに参加」が 73.3％で最も多く、「当初

から参加していない」が 12.4％、「参加していたがやめた」が 11.5％で続く。 

年度別でみると、「当初から参加していない」は年々減少している。 

所属学部・学科別でみると、スポーツ科学部スポーツ科学科では、「クラブに参加」が 78.1％、

教育学部教育学科では、「当初から参加していない」が 19.2％と他の学部・学科と比べて多くな

っている。＜図 32＞ 

 

■問 32. 学内の課外活動への参加状況（過年度調査・学科別） 

【図 32 学内の課外活動への参加状況】 
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【結果概要（問 32-1）】 

問 32-1. 一週間あたりの学内の課外活動時間は、「10 時間以上 15時間未満」が 25.4％と最も

多くなっており、次に「15 時間以上 20 時間未満」が 23.5％、「20 時間以上」が 23.1％となっ

ている。 

所属学部・学科別でみると、教育学部教育学科では「5 時間未満」が 30.9％と他の学部・学

科と比べて多くなっている。＜図 32-1＞ 

 

■問 32-1. 学内の課外活動時間（学科別） 

【図 32-1 学内の課外活動時間】 
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【結果概要（問 32-2）】 

問 32-2. 学内の課外活動への不参加（参加していたがやめたを含む）理由としては「時間的

余裕がない」が 37.1％で最も多く、次に「面白くない」が 24.4％となっている。 

年度別でみると、前回調査と比べて、「学外での活動に参加したい・予定している」は 4.8 ポ

イント、「面白くない」は 3.2 ポイント増加、「時間的余裕がない」は 2.3 ポイント減少してい

る。＜図 32-2＞ 

 

■問 32-2. 学内の課外活動への不参加理由（過年度調査） 

【図 32-2 学内の課外活動への不参加理由】 
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【結果概要（問 33）】 

問 33．大学祭（雨山祭）の参加状況は、「参加したことがある」は 31.6％で、「参加したこと

がない」（68.4％）が上回っている。 

年度別でみると、「参加したことがある」は前回調査まで年々増加していたが、今回調査では

2.1ポイント減少している。 

性別でみると、「参加したことがある」は男子学生が 28.0％、女子学生が 38.6％と女子学生

の割合が多くなっている。＜図 33＞ 

 

■問 33. 大学祭〔雨山祭〕の参加状況（過年度調査・性別） 

【図 33 大学祭〔雨山祭〕の参加状況（令和 3 年度は 2 年生以上）】 
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【結果概要（問 33-1）】 

問 33-1. 大学祭（雨山祭）への不参加理由としては、「クラブ等で忙しい」が 47.4％で最も

多く、次に「興味がない」が 38.8％となっている。 

年度別でみると、前回調査と比べて「クラブ等で忙しい」が 2.5 ポイント増加し、「興味がな

い」が 2.2ポイント減少している。 

所属学部・学科別でみると、体育学部スポーツ教育学科では「クラブ等で忙しい」、教育学部

教育学科では「興味がない」が最も多くなっている。＜図 33-1＞ 
 
■問 33-1. 大学祭〔雨山祭〕の不参加理由（過年度調査・学科別） 

 

【図 33-1 大学祭〔雨山祭〕の不参加理由】 
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５．健康等について 

【結果概要（問 34）】 

問 34. 朝食の摂食状況としては、「ほとんど毎日摂る」が 58.2％と最も多く、「摂らない」は

17.3％となっている。 

年度別でみると、前回調査と比べて「ほとんど毎日摂る」が 1.8 ポイント増加し、「週に 2～3

回摂る」が 1.5ポイント減少している。 

所属学部・学科別でみると、「ほとんど毎日摂る」は教育学部教育学科が 52.2％で最も少なく

なっている。 

性別でみると、「ほとんど毎日摂る」は男子学生で 58.3％と女子学生と比べて多くなっている。 

居住形態別でみると、「ほとんど毎日摂る」は「自宅」と「自宅外で共同生活」では、ともに

6割を超えているのに対して、「自宅外で一人生活」では 4割台にとどまっている。＜図 34＞ 

 

■問 34. 朝食の摂食状況（過年度調査・学科別・性別・居住形態別） 

【図 34 朝食の摂食状況】 
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【結果概要（問 34-1）】 

問 34-1. 朝食を摂る場所としては、「自宅または下宿」が 87.7％となっている。 

年度別でみると、「自宅または下宿」は、前回調査と比べると 0.2ポイント減少している。 

所属学部・学科別でみると、「自宅または下宿」は最も多い体育学部健康・スポーツマネジメ

ント学科の学生が 92.3％、最も少ないスポーツ科学部スポーツ科学科の学生でも 85.3％と 9 割

前後の学生が朝食をとる場所として「自宅または下宿」と回答している。＜図 34-1＞ 

 

■問 34-1. 朝食の摂取場所（過年度調査・学科別） 

【図 34-1 朝食の摂取場所】 
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【結果概要（問 35）】 

問 35. 朝食の食事内容（上位 3 つ）としては「主食（ご飯、麺類、パン等）」が 82.6％、「卵」

が 28.4％、「乳製品」が 24.8％となっている。 

昼食の食事内容（上位 3 つ）としては「主食（ご飯、麺類、パン等）」が 90.4％、「肉類」が

64.2％、「野菜」が 46.3％となっている。 

夕食の食事内容（上位 3 つ）としては「主食（ご飯、麺類、パン等）」が 88.4％、「肉類」が

77.2％、「野菜」が 67.9％となっている。 

年度別でみると、朝食・昼食の「主食（ご飯、麺類、パン等）」の割合が年々減少していたが、

今回調査ではやや増加している。＜図 35＞ 

 

■問 35. 三食の栄養摂食状況（過年度調査） 

【図 35 三食の栄養摂食状況】 

      <令和 7 年度>       <令和 6 年度>        <令和 5 年度> 

  

82.6

16.1

13.9

6.5

16.2

28.4

6.2

24.8

21.0

5.8

90.4

46.3

64.2

14.9

10.8

31.5

6.1

6.7

6.4

0.8

88.4

67.9

77.2

27.9

23.9

39.6

11.9

10.1

11.0

0.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

主食

（ご飯、麺類、パン等）

野菜

肉類

魚介類

豆類

（豆腐、納豆等）

卵

海藻類

乳製品

果物

その他

朝食

(N=2,013)

昼食

(N=2,013)

夕食

(N=2,013)

82.2

16.4

14.8

5.0

14.8

26.1

4.9

25.6

21.2

5.6

89.8

45.7

61.6

14.4

9.8

28.0

6.7

7.4

8.0

0.8

88.2

68.5

80.1

31.3

24.5

38.3

12.2

11.3

10.5

0.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

朝食

(N=1,821)

昼食

(N=1,821)

夕食

(N=1,821)

84.2

17.7

16.6

5.4

16.7

26.7

4.5

25.0

21.0

5.4

90.6

44.0

67.0

12.7

10.8

29.4

5.7

7.5

7.4

0.8

88.0

70.4

79.0

30.5

26.3

35.3

12.2

12.3

13.2

0.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

朝食

(N=1,699)

昼食

(N=1,699)

夕食

(N=1,699)



◆◇Ⅱ 調査結果 ５．健康等について◇◆ 

- 49 - 

 

【結果概要（問 36）】 

問 36. 食生活への満足度としては、「特に不満なし」が 64.1％で最も多い。不満内容として

は、「栄養が偏っている」が 16.9％、「野菜が不足している」が 15.4％、「食べた方が健康によ

いと思われるものが食べられてない」が 13.4％となっている。 

年度別でみると、「特に不満なし」はいずれの年度でも 6割前後を占めている。 

性別でみると、女子学生は男子学生に比べると、「栄養が偏っている」は 10.7 ポイント、「野

菜が不足している」は 6.0ポイント多くなっている。＜図 36＞ 

 

■問 36. 食生活について（過年度調査・性別） 

【図 36 食生活について】 
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【結果概要（問 36-1）】 

問 36-1. 「食べた方が健康に良いと思われるものが食べられてない」理由としては、「時間的

余裕がない」が 52.6％と最も多く、次に「作るのが面倒」の 44.1％となっている。 

年度別でみると、「身近にない」と「時間的余裕がない」は年々増加している。 

性別でみると、男子学生、女子学生ともに「時間的余裕がない」が最も多くなっている。 

＜図 36-1＞ 

 

■問 36-1. 「食べた方が健康に良いと思われるものが食べられてない」理由 

（過年度調査・性別） 

【図 36-1 「食べた方が健康に良いと思われるものが食べられてない」理由】 
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【結果概要（問 37・問 37-1）】 

問 37. 100 円朝食（100 円サンドウィッチ、100 円おにぎり、100 円スムージーなど）の利用

については、「ときどき利用している」が 41.8％、「たまに利用している」が 30.2％、「ほぼ毎

日利用している」が 18.2％で、これらを合わせた「利用したことがある」が 90.2％である。 

性別でみると、「利用したことがある」は男子学生が 88.3％、女子学生が 93.8％で、女子学

生が 5.5ポイント多くなっている。 

居住形態別でみると、「利用したことがある」は「自宅外で一人生活」が 91.1％と最も多くな

っている。＜図 37＞ 

問 37-1. 100 円朝食について感じたことは、「100 円朝食は良い試みなので、今後も継続して

ほしい」が 68.0％で最も多く、次に「100 円朝食の種類が増えたのが良い」が 30.1％、「100 円

朝食の提供数を増やしてほしい」が 20.7％となっている。＜図 37-1＞ 
 

■問 37. 「100円朝食」の利用状況（性別・居住形態別） 

■問 37-1. 「100円朝食」について感じたこと（過年度調査） 

【図 37 「100 円朝食」の利用状況】 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

【図 37-1 「100 円朝食」について感じたこと】 
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６．不安や悩みについて 

【結果概要（問 38）】 

問 38. 大学で仲良くしている友人と知り合ったきっかけについては、「大学 1 年生時の授業」

が 60.7％と最も多く、次に「大学のクラブ・同好会」が 51.1％、「入学後のオリエンテーショ

ン」が 34.2％となっている。＜図 38-A＞ 

所属学部・学科別では、「大学 1 年生時の授業」については体育学部健康・スポーツマネジメ

ント学科と教育学部教育学科の各 67.3％が最も多くなっており、「大学のクラブ・同好会」につ

いては体育学部スポーツ教育学科の 62.7％が最も多くなっている。＜図 38-B＞ 

年次別でみると、「大学のクラブ・同好会」は年次が上がるにつれて割合は多くなる傾向がみ

られ、1年次では 42.3％であったが、3年次では 57.4％まで上がっている。 

性別でみると、「大学のクラブ・同好会」では男子学生が 50.9％、女子学生が 52.0％で女子

学生が多く、「大学 1 年生時の授業」では男子学生が 60.4％、女子学生が 60.8％で、ほとんど

同じ傾向となっている。＜図 38-C＞ 

 

■問 38. 大学で仲良くしている友人と知り合ったきっかけ 

【図 38-A 大学で仲良くしている友人と知り合ったきっかけ】 
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■問 38. 大学で仲良くしている友人と知り合ったきっかけ（学科別） 

【図 38-B 大学で仲良くしている友人と知り合ったきっかけ】 
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■問 38. 大学で仲良くしている友人と知り合ったきっかけ（年次別・性別） 

【図 38-C 大学で仲良くしている友人と知り合ったきっかけ】 
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【結果概要（問 39）】 

問 39. 現在、悩みや課題はあるかの質問に対しては、「ある」が 13.8％で、「少しある」の

31.6％を合わせると 45.4％となっており、学生全体の約 4 割以上が何らかの悩みや課題がある

と回答している。 

年度別でみると、何らかの悩みや課題がある学生の割合は前回調査より微増しており、依然

として 4割を超えている。 

年次別でみると、2年次と 3年次では 5割以上が何らかの悩みや課題があると回答している。 

性別でみると、何らかの悩みや課題があると回答した割合は男子学生が 41.6％、女子学生が

53.2％で女子学生の方が 11.6ポイント多くなっている。＜図 39＞ 

 

■問 39. 悩みや課題の有無（過年度調査・年次別・性別） 

【図 39 悩みや課題の有無】 
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【結果概要（問 40）】 

問 40. 悩みや課題の具体的な内容としては、「就職・進路など」が 41.5％と最も多くなって

おり、次に「クラブ・同好会活動」が 28.6％、「学業」が 28.4％となっている。 

年度別でみると、「クラブ・同好会活動」が前回調査より 4.5ポイント増加している。 

年次別でみると、1 年次では「学業」が 37.4％と最も多く、2 年次や 3年次になると「就職・

進路など」が最も多くなり、3年次では 60.8％と 6割を超えている。＜図 40-A＞ 

性別でみると、「就職・進路など」では男子学生が 39.0％、女子学生が 46.2％となっており、

女子学生が 7.2ポイント多くなっている。＜図 40-B＞ 

■問 40. 悩みや課題の具体的内容（過年度調査・年次別・性別） 

【図 40-A 悩みや課題の具体的内容】 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

【図 40-B 悩みや課題の具体的内容】 
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【結果概要（問 41）】 

問 41. 悩みの相談相手は、「大学の友人（クラブ・同好会）」が 48.8％で最も多く、次に「家

族 父母」が 45.7％、「大学以外の友人」が 28.4％となっている。大学担当部署への相談はいず

れも数％と少ない。 

年度別でみると、「誰にも相談しない」はすべての年度で 15.0％前後となっている。 

年次別でみると、4 年次の「大学の教員」の割合が、他の年次と比べてやや多くなっている。

＜図 41＞ 
 

■問 41. 悩みの相談相手（過年度調査・年次別） 

【図 41 悩みの相談相手】 
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【結果概要（問 42）】 

問 42. 学生相談室・スポーツカウンセリングルームの利用状況としては、「存在は知っている

が利用したことはない」が 55.7％で最も多くなっており、「利用したことがある」は 5.8％にと

どまっている。また、38.5％の学生が「存在を知らないので利用したことがない」と回答して

いる。 

年度別でみると、どの年度でも「存在は知っているが利用したことはない」は 5 割を超えて

いる。また、「存在を知らないので利用したことがない」も、どの年度でも 3 割を超えており、

これらを合わせると「利用したことがない」学生が 9割を超えている。 

年次別でみると、「利用したことがある」は 4 年次で 9.6％と最も多く、次に 2 年次が 5.6％、

1年次が 4.8％、3年次が 3.6％となっている。＜図 42＞ 

 

■問 42. 学生相談室・スポーツカウンセリングルームについて（過年度調査・年次別） 

【図 42 学生相談室・スポーツカウンセリングルームについて】 
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７．マナー等について 

【結果概要（問 43）】 

問 43. マナーアップキャンペーンについては、「キャンペーンをしていることは知っている」

が 41.8％と最も多くなっており、次に「参加したことがある」が 31.1％、「全然知らない」が

27.0％となっている。 

年度別でみると、「参加したことがある」は前々回調査では 33.8％、前回調査では 33.3％、

今回調査では 31.1％と毎年微減している。 

年次別でみると、「参加したことがある」は 1 年次が 21.8％に対して、4年次では 39.2％と最

も多くなっている。＜図 43＞ 

 

■問 43. マナーアップキャンペーンへの参加状況（過年度調査・年次別） 

【図 43 マナーアップキャンペーンへの参加状況】 

  

  
31.1

33.3

33.8

21.8

28.7

38.5

39.2

41.8

43.1

44.9

35.0

44.5

47.2

42.3

27.0

23.7

21.2

43.2

26.8

14.4

18.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和7年度
(N=2,013)

令和6年度
(N=1,821)

令和5年度
(N=1,699)

1 年次
(N=588)

2 年次
(N=537)

3 年次
(N=439)

4 年次
(N=449)

参加したことがある キャンペーンをして

いることは知っている

全然知らない



◆◇Ⅱ 調査結果 ７．マナー等について◇◆ 

- 60 - 

 

【結果概要（問 44）】 

問 44. 学生のマナーが悪いと思うものとしては、「通学時のバイク等の交通マナー」が

57.3％と最も多く、次に「ロッカールームの整理・整頓」が 42.8％、「ゴミの捨て方」が

42.2％、「授業中の私語」が 36.2％、「授業中の携帯電話」が 22.6％と以上がワースト 5 である。 

年度別でみると、ワースト 5 の順位は前回・前々回調査とは異なり、今回調査は「ゴミの捨

て方」より「ロッカールームの整理・整頓」が多くなっている。 

年次別でみると、「通学時のバイク等の交通マナー」は各年次ともワースト 1 となっており、

4年次では 63.7％で最も多くなっている。＜図 44＞ 

 

■問 44. 学生のマナーが悪いと思うもの（過年度調査・年次別） 

【図 44 学生のマナーが悪いと思うもの】 
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【結果概要（問 45）】 

問 45. 学内での被害経験としては何らかの被害を受けたことがある学生は全体の 23.4％で、

その内訳としては「かばん、服、靴などの盗難被害」が 9.9％で最も多く、次に「財布・現金等

の盗難被害」が 9.6％、「自動車・バイク・自転車の盗難被害」が 3.7％となっている。 

年度別でみると、「財布・現金等の盗難被害」が前々回調査、前回調査では最も多かったが、

今回調査では 2番目に多くなっている。＜図 45-A＞ 

所属学部・学科別でみると、教育学部教育学科は「被害にあったことはない」が 83.4％で他

の学部・学科と比べると多くなっている。＜図 45-B＞ 

年次別でみると、トップ２の「かばん、服、靴などの盗難被害」と「財布・現金等の盗難被

害」は 4年次が、それぞれ 11.4％、12.7％で最も多くなっている。＜図 45-C＞ 

性別でみると、何らかの被害を受けたことがある学生は、男子学生が 25.2％、女子学生が

19.4％で、男子学生が 5.8ポイント多くなっている。＜図 45-D＞ 

 

■問 45. 学内での被害の経験（過年度調査） 

【図 45-A 学内での被害の経験】 
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■問 45. 学内での被害の経験（学科別） 

【図 45-B 学内での被害の経験】 
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■問 45. 学内での被害の経験（年次別・性別） 

【図 45-C 学内での被害の経験】 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 【図 45-D 学内での被害の経験】 

  

11.8

9.5

4.6

0.8

0.7

0.4

0.3

0.4

0.2

0.5

74.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

かばん、服、靴

などの盗難被害

財布・現金等の

盗難被害

自動車・バイク・

自転車の盗難被害

痴漢・のぞき等被害

暴行・傷害被害

ストーカー被害

霊感、マルチなどの

悪徳商法の被害

新興宗教などへの

強引な勧誘被害

いじめ被害

その他被害

被害にあった

ことはない

<男 N=1,339>

6.3

10.1

1.7

1.1

0.0

0.8

0.3

0.2

1.4

0.8

80.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

<女 N=656>

5.6

5.6

5.6

5.6

5.6

0.0

5.6

0.0

5.6

0.0

66.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

<回答しない N=18>

8.2

5.6

2.6

0.9

0.2

0.2

0.2

0.3

0.9

0.7

83.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

かばん、服、靴

などの盗難被害

財布・現金等の

盗難被害

自動車・バイク・

自転車の盗難被害

痴漢・のぞき等被害

暴行・傷害被害

ストーカー被害

霊感、マルチなどの

悪徳商法の被害

新興宗教などへの

強引な勧誘被害

いじめ被害

その他被害

被害にあった

ことはない

<1年次 N=588>

10.1

9.5

3.5

0.6

0.7

0.6

0.7

0.4

0.6

0.6

76.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

<2年次 N=537>

10.7

12.1

3.6

0.5

0.7

0.9

0.2

0.2

0.5

0.7

74.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

<3年次 N=439>

11.4

12.7

5.3

2.0

0.7

0.7

0.2

0.2

0.7

0.4

70.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

<4年次 N=449>



◆◇Ⅱ 調査結果 ８．進路と就職について◇◆ 

- 64 - 

８．進路と就職について 

【結果概要（問 46）】 

問 46. 将来の希望職種については、「教員」が 48.6％で最も多く、次に「企業（スポーツ関

係）」が 25.7％となっている。 

年度別でみると、「教員」は 47.0～49.0％の間を推移している。また「消防士」は年度が上が

るにつれて増加している。＜図 46-A＞ 

所属学部・学科別では、体育学部スポーツ教育学科、スポーツ科学部スポーツ科学科、教育

学部教育学科では、「教員」が最も多く、体育学部健康・スポーツマネジメント学科では「企業

（スポーツ関係以外）」が最も多くなっている。＜図 46-B＞ 

年次別でみると、「教員」の希望は 1 年次で 58.5％と最も多くなっているが、年次が上がるに

つれて割合は少なくなり、4年次では 36.3％まで下がっている。＜図 46-C＞ 

性別でみると、男子学生、女子学生とも「教員」が最も多くなっており、それぞれ 47.1％、

52.3％となっている。＜図 46-D＞ 

 

■問 46. 将来の希望職種（過年度調査） 

【図 46-A 将来の希望職種】 
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■問 46. 将来の希望職種（学科別） 

【図 46-B 将来の希望職種】 
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■問 46. 将来の希望職種（年次別・性別） 

【図 46-C 将来の希望職種】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図 46-D 将来の希望職種】 
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【結果概要（問 47）】 

問 47. 進路を考える上での情報入手手段としては、「先輩・知人」が 57.7％と最も多く、次

に「インターネット」が 45.7％、「指導教員（ゼミ）」が 32.4％、「家族」が 31.3％、「クラブ・

同好会指導教職員」が 26.8％となっている。 

年度別でみると、前回調査と比べて、「授業（キャリアデザイン等）」が 4.6 ポイント減少し

ているのに対して、「クラブ・同好会指導教職員」が 3.3ポイント増加している。＜図 47-A＞ 

所属学部・学科別ではいずれの学科でも「先輩・知人」と「インターネット」は上位に入っ

ており、スポーツ科学部スポーツ科学科では「先輩・知人」が 62.3％、体育学部健康・スポー

ツマネジメント学科では「インターネット」が 52.9％と最も多くなっている。また、教育学部

教育学科では「指導教員（ゼミ）」が 49.1％と他の学部・学科と比べて多くなっている。 

＜図 47-B＞ 

年次別でみると、いずれの年次でも「先輩・知人」が最も多く、「インターネット」が続いて

いる。＜図 47-C＞ 

性別でみると、男子学生、女子学生とも「先輩・知人」が最も多く、「インターネット」が続

いている。＜図 47-D＞ 

 

■問 47. 進路を考える上での情報入手手段（過年度調査） 

【図 47-A 進路を考える上での情報入手手段】 
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■問 47. 進路を考える上での情報入手手段（学科別） 

【図 47-B 進路を考える上での情報入手手段】 
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■問 47. 進路を考える上での情報入手手段（年次別・性別） 

【図 47-C 進路を考える上での情報入手手段】 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図 47-D 進路を考える上での情報入手手段】 
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【結果概要（問 48）】 

問 48. 卒業後の進路に向けた準備をいつ頃から始めるかについては、「大学 3 年生前期」が

27.1％で最も多く、次に「大学 2 年生」が 21.1％、「大学 3 年生後期」が 15.2％となっている。 

年度別でみると、「大学 3年生後期」は年度が上がるにつれて減少している。＜図 48-A＞ 

所属学部・学科別でみると、「大学 3 年生後期」は体育学部スポーツ教育学科と体育学部スポ

ーツマネジメント学科が他の学部・学科と比べて多く、「大学 3 年生前期」はスポーツ科学部ス

ポーツ科学科と教育学部教育学科で最も多くなっている。＜図 48-B＞ 

年次別でみると、各年次で最も多い準備を始める時期は、1 年次は「大学 2 年生」、2 年次は

「大学 3年生前期」、3年次と 4年次は「大学 3年生後期」となっている。＜図 48-C＞ 

 

■問 48. 卒業後の進路に向けた準備開始時期（過年度調査） 

【図 48-A 卒業後の進路に向けた準備開始時期】 
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■問 48. 卒業後の進路に向けた準備開始時期（学科別） 

【図 48-B 卒業後の進路に向けた準備開始時期】 
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■問 48. 卒業後の進路に向けた準備開始時期（年次別） 

【図 48-C 卒業後の進路に向けた準備開始時期】 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

15.6

12.4

31.1

25.2

3.7

1.9

0.3

0.2

0.0

0.0

9.5

0% 20% 40% 60% 80%

大学入学前

大学１年生

大学２年生

大学３年生前期

大学３年生夏休み

大学３年生後期

大学４年生前期

大学４年生夏休み以降

在学中は活動しない

就職するつもりがない

わからない

<1年次 N=588>

8.4

4.3

25.1

44.3

6.9

3.4

0.7

0.2

0.0

0.6

6.1

0% 20% 40% 60% 80%

<2年次 N=537>

3.9

1.6

14.6

19.4

10.3

36.2

8.2

0.7

0.5

0.2

4.6

0% 20% 40% 60% 80%

<3年次 N=439>

5.3

4.0

9.4

16.5

10.2

26.3

17.6

4.5

0.7

0.9

4.7

0% 20% 40% 60% 80%

<4年次 N=449>



◆◇Ⅱ 調査結果 ８．進路と就職について◇◆ 

- 73 - 

 

【結果概要（問 49）】 

問 49. キャリア支援センターの利用状況としては、「よく利用している」が 7.2％、「たまに

利用している」が 24.9％に対して、「ほとんど利用していない」が 67.9％となっている。 

年度別でみると、前々回調査、前回調査とほぼ同じような傾向となっている。 

所属学部・学科別でみると、「よく利用している」と「たまに利用している」を合わせた利用

率は、利用率が多い順に体育学部健康・スポーツマネジメント学科で 56.0％、体育学部スポー

ツ教育学科で 51.4％、教育学部教育学科で 26.9％となっている。 

年次別でみると、3、4 年次では「よく利用している」がそれぞれ 10.9％、15.1％と他の年次

と比べて多くなっており、「たまに利用している」を合わせた利用率はそれぞれ 47.8％、53.0％

となっている。＜図 49＞ 

 

■問 49. キャリア支援センターの利用状況（過年度調査・学科別・年次別） 

【図 49 キャリア支援センターの利用状況】 
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【結果概要（問 49-1）】 

問 49-1. キャリア支援センターの利用方法としては、「進路相談をする」が 67.9％と最も多

く、次に「面接練習をする」（31.4％）、「書類を添削してもらう」（27.8％）、「書籍・参考書を

閲覧する」（14.7％）となっている。 

年度別でみると、「進路相談をする」は年々減少しており、前回調査と比べると 1.3 ポイント

減少している。＜図 49-1-A＞ 

年次別でみると、1 年次では「進路相談する」が 36.8％と他の年次と比べるとかなり少なく

なっている。また、4 年次は「面接練習をする」（52.9％）と「書類を添削してもらう」（39.9％）

が多くなっている。 

性別でみると、「進路相談をする」はすべての学生で最も多く、男子学生より女子学生が 14.4

ポイント多くなっている。＜図 49-1-B＞ 

 

■問 49-1. キャリア支援センターの利用方法（過年度調査） 

【図 49-1-A キャリア支援センターの利用方法】 
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■問 49-1. キャリア支援センターの利用方法（年次別・性別） 

【図 49-1-B キャリア支援センターの利用方法】 
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【結果概要（問 49-2）】 

問 49-2. キャリア支援センターを利用していない理由としては、「利用方法が分からない」が

69.9％と利用していない理由の約 7割を占めている。 

年度別でみると、「キャリア支援センターの存在を知らない」学生は年々増加している。 

年次別でみると、4 年次では「利用しても役に立たないと思う」が 37.4％で他の年次と比べ

て多くなっている。＜図 49-2＞ 

 

■問 49-2. キャリア支援センターを利用していない理由（過年度調査・年次別） 

【図 49-2 キャリア支援センターを利用していない理由】 
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【結果概要（問 50）】 

問 50. 教職支援センターの利用について、「ほとんど利用していない」が 71.4％、「よく利用

している」と「たまに利用している」を合わせた利用率は 28.6％となっている。 

年度別でみると、利用率は前回調査と比べると 1.1ポイント増加している。 

所属学部・学科別でみると「よく利用している」、「たまに利用している」ともに体育学部ス

ポーツ教育学科と教育学部教育学科が他の学部・学科と比べると多くなっている。 

年次別では、4 年次の「よく利用している」（10.2％）が他の年次と比べて多くなっており、

利用率は年次が上がるごとに増加している。＜図 50＞ 

 

■問 50.教職支援センターの利用状況（過年度調査・学科別・年次別） 

【図 50 教職支援センターの利用状況】 
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【結果概要（問 50-1）】 

問 50-1. 教職支援センターの利用方法については、「教員採用試験など、教員採用に関する相

談をする」が 39.9％と最も多く、次に「教育実習・介護等体験などの相談をする」が 39.6％と

なっている。 

所属学部・学科別では、「教育実習・介護等体験などの相談をする」は体育学部の各学科で多

く、「教員採用試験など、教員採用に関する相談をする」はスポーツ科学部と教育学部で最も多

くなっている。＜図 50-1-A＞ 

 

■問 50-1.教職支援センターの利用方法（学科別） 

【図 50-1-A 教職支援センターの利用方法】 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

41.3

45.3

20.9

12.4

26.9

8.0

2.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

<教育学部 教育学科

N=201>

48.7

42.5

18.7

13.5

22.3

12.4

0.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

<体育学部

スポーツ教育学科

N=193>

39.6

39.9

17.9

12.7

24.3

12.2

1.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

教育実習・介護等体験

などの相談をする

教員採用試験など、教員

採用に関する相談をする

面接・模擬授業

の練習をする

書類を添削してもらう

資料を閲覧する

自習する

その他

<令和7年度 N=576>

20.5

26.8

12.5

9.8

25.0

21.4

2.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

教育実習・介護等体験

などの相談をする

教員採用試験など、教員

採用に関する相談をする

面接・模擬授業

の練習をする

書類を添削してもらう

資料を閲覧する

自習する

その他

<スポーツ科学部

スポーツ科学科 N=112>

40.0

38.6

15.7

15.7

21.4

8.6

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

<体育学部 健康・

スポーツマネジメント

学科 N=70>



◆◇Ⅱ 調査結果 ８．進路と就職について◇◆ 

- 79 - 

 

問 50-1. 年次別でみると、2 年次と 4 年次は「教員採用試験など、教員採用に関する相談を

する」、3 年次は「教育実習・介護等体験などの相談をする」が最も多いが、1 年次は「書類を

閲覧する」が最も多くなっている。＜図 50-1-B＞ 

性別でみると、男子学生では「教育実習・介護等体験などの相談をする」、女子学生では「教

員採用試験など、教員採用に関する相談をする」が最も多くなっている。＜図 50-1-C＞ 

 

■問 50-1.教職支援センターの利用方法について（年次別・性別） 

【図 50-1-B 教職支援センターの利用方法】 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

【図 50-1-C 教職支援センターの利用方法】 
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【結果概要（問 50-2）】 

問 50-2. 教職支援センターを利用していない理由については、「利用方法が分からない」が 

61.9％と最も多く、次に「利用しても役に立たないと思う」が 18.9％となっている。 

年次別でみると、「利用方法が分からない」は 1 年次、2 年次、3 年次でそれぞれ 68.0％、

75.4％、53.1％と最も多くなっている。また、「利用しても役に立たないと思う」は年次が上が

るごとに増加しており、1年次の 8.3％に対し 4年次では 43.7％となっている。＜図 50-2＞ 

 

■問 50-2.教職支援センターを利用していない理由（年次別） 

【図 50-2 教職支援センターを利用していない理由】 
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９．ボランティア活動について 

【結果概要（問 51）】 

問 51. ボランティア活動の経験としては、「ある」が 48.1％、「ない」が 51.9％となっている。 

年度別でみると、前々回調査、前回調査と同様に「ない」が多くなっている。 

所属学部・学科別では、教育学部教育学科で「ある」が 81.9％と最も多く、次に体育学部健

康・スポーツマネジメント学科が 46.3％となっている。 

年次別では、4 年次で「ある」が 49.4％で最も多く、次に 2 年次が 48.2％、1 年次が 47.8％、

3年次が 46.9％となっている。＜図 51＞ 

 

■問 51. ボランティア活動の経験（過年度調査・学科別・年次別） 

【図 51 ボランティア活動の経験】 
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【結果概要（問 51-1）】 

問 51-1. ボランティア活動に参加した理由としては、「社会勉強」（48.1％）が最も多く、「就

職に役立てる」（25.5％）が続いている。 

年度別でみると、前々回・前回調査で 3 位の「大学生活充実のため」は、今回調査では 5 位

となっている。 

年次別でみると、すべての年次で「社会勉強」が最も多くなっている。＜図 51-1-A＞ 

性別でみると、年次別同様、「社会勉強」が最も多くなっている。＜図 51-1-B＞ 

 

■問 51-1. ボランティア活動に参加した理由（過年度調査・年次別・性別） 

【図 51-1-A ボランティア活動に参加した理由】 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図 51-1-B ボランティア活動に参加した理由】 
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【結果概要（問 51-2）】 

問 51-2. ボランティア活動の経験がない理由としては、「時間がない」が 49.9％で最も多く、

次に「きっかけがない」が 44.8％となっている。 

年度別でみると「情報がない」は年々減少している。 

年次別でみると、2～4年次で「時間がない」が最も多くなっている。＜図 51-2-A＞ 

性別でみると、男子学生、女子学生ともに「時間がない」、「きっかけがない」が多くなって

いる。＜図 51-2-B＞ 

 

■問 51-2. ボランティア活動の経験がない理由（過年度調査・年次別・性別） 

【図 51-2-A ボランティア活動の経験がない理由】 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図 51-2-B ボランティア活動の経験がない理由】 
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【結果概要（問 52）】 

問 52. ボランティア活動への興味・関心が「ある」と回答した学生は 65.3％となっている。 

所属学部・学科別でみると、興味・関心が「ある」の回答は、教育学部が 71.2％で最も多く、

体育学部、スポーツ科学部より多くなっている。 

年次別でみると、興味・関心が「ある」は 3年次が 68.8％と最も多くなっている。 

性別でみると、興味・関心が「ある」は男子学生が 61.8％、女子学生が 72.6％となり、男子

学生より女子学生が 10.8ポイント多くなっている。＜図 52＞ 

 

■問 52. ボランティア活動への興味・関心（学科別・年次別・性別） 

【図 52 ボランティア活動への興味・関心】 

 

  
65.3

64.6

66.9

61.9

71.2

65.3

62.9

68.8

64.6

61.8

72.6

61.1

34.7

35.4

33.1

38.1

28.8

34.7

37.1

31.2

35.4

38.2

27.4

38.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和7年度
(N=2,013)

体育学部 スポーツ教育学科
(N=461)

体育学部 健康・スポーツマネジメント学科
(N=257)

スポーツ科学部 スポーツ科学科(N=843)

教育学部 教育学科(N=452)

1 年次
(N=588)

2 年次
(N=537)

3 年次
(N=439)

4 年次
(N=449)

男
(N=1,339)

女
(N=656)

回答しない
(N=18)

ある ない



◆◇Ⅱ 調査結果 ９．ボランティア活動について◇◆ 

- 85 - 

 

【結果概要（問 52-1）】 

問 52-1. 参加を希望するボランティア活動内容としては、「スポーツ指導」が 76.6％と最も

多く、次に「災害復興支援」が 30.9％、「地域活動（まちづくり活動）」が 29.3％、「幼児・児

童支援」が 28.5％となっている。 

所属学部・学科別でみると、いずれの学科でも「スポーツ指導」が最も多く、教育学部教育

学科では「生徒支援」も多くなっている。＜図 52-1-A＞ 

年次別でみると、すべての年次で「スポーツ指導」が最も多くなっている。 

性別でみると、男子学生、女子学生ともに「スポーツ指導」が最も多く、次いで男子学生で

は「災害復興支援」（33.1％）、女子学生では「幼児・児童支援」（43.9％）となっている。 

＜図 52-1-B＞ 

 

■問 52-1. 参加を希望するボランティア活動内容（学科別） 

【図 52-1-A 参加を希望するボランティア活動内容】 
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■問 52-1. 参加を希望するボランティア活動内容（年次別・性別） 

【図 52-1-B 参加を希望するボランティア活動内容】 
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【結果概要（問 53）】 

問 53. ボランティア活動に関する大学での取り扱いについて必要なことは、「授業科目として

単位を認定する」が 28.8％で最も多く、次に「ボランティア活動に参加する学生を積極的に評

価する」が 25.0％となっている。 

年度別でみると、「ボランティア活動に関して相談しやすい環境をつくる」と「ボランティア

活動に参加する学生を積極的に評価する」は年々減少している。＜図 53-A＞ 

 

■問 53. ボランティア活動に関する大学での取り扱いについて（過年度調査） 

【図 53-A ボランティア活動に関する大学での取り扱いについて】 
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問 53. 所属学部・学科別でみると、「授業科目として単位を認定する」については、スポーツ

科学部スポーツ科学科が 31.7％と他の学部・学科と比べると多くなっている。＜図 53-B＞ 

 

■問 53. ボランティア活動に関する大学での取り扱いについて（学科別） 

【図 53-B ボランティア活動に関する大学での取り扱いについて】 
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問 53. 年次別でみると、1、2 年次では「授業科目として単位を認定する」、3 年次では「ボラ

ンティア活動に参加する学生を積極的に評価する」、4 年次では「ボランティア活動の意義等に

ついてのセミナーなどで啓発する」が最も多くなっている。＜図 53-C＞ 

性別でみると、「授業科目として単位を認定する」はすべての学生で最も多く、男子学生より

女子学生が 6.8ポイント多くなっている。＜図 53-D＞ 

 

■問 53. ボランティア活動に関する大学での取り扱いについて（年次別・性別） 

【図 53-C ボランティア活動に関する大学での取り扱いについて】 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

【図 53-D ボランティア活動に関する大学での取り扱いについて】 
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１０．大学施設等について 

【結果概要（問 54）】 

問 54. 大学内で空き時間に利用（滞在）する施設としては、「食堂」が 50.6％で最も多く、

次に「図書館」が 24.3％、「教室」が 24.0％となっている。 

年度別でみると、「教室」や「セミナーハウス学生ホール」は年々減少しており、前回調査と

比べるとそれぞれ 5.7ポイント、4.4ポイントの減少となっている。＜図 54-A＞ 

 

■問 54. 大学内で空き時間に利用（滞在）する施設（過年度調査） 

 【図 54-A 大学内で空き時間に利用（滞在）する施設】 
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問 54. 所属学部・学科別では、体育学部とスポーツ科学部では「食堂」が最も多くなってい

るが、それに対して教育学部教育学科では「Ｐ号館学生ホール」の利用が最も多くなっている。

＜図 54-B＞ 

 

■問 54. 大学内で空き時間に利用（滞在）する施設（学科別） 

【図 54-B 大学内で空き時間に利用（滞在）する施設】 
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問 54. 年次別でみると、1～3 年次では「食堂」、4 年次では「教室」の利用が最も多くなって

いる。＜図 54-C＞ 

性別でみると、男子学生、女子学生ともに「食堂」が最も多くなっている。＜図 54-D＞ 

 

■問 54. 大学内で空き時間に利用（滞在）する施設（年次別・性別） 

【図 54-C 大学内で空き時間に利用（滞在）する施設】 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図 54-D 大学内で空き時間に利用（滞在）する施設】 
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【結果概要（問 55）】 

問 55. 図書館の利用状況としては、「いつも利用している」と「たまに利用している」を合わ

せた図書館の利用率は 54.6％となっている。 

年度別でみると、図書館の利用率は、前回調査から 3.3ポイント増加した。 

所属学部・学科別では、図書館の利用率は、体育学部健康・スポーツマネジメント学科が

63.8％で最も多く、次に体育学部スポーツ教育学科が 58.6％となっており、体育学部がスポー

ツ科学部や教育学部より多くなっている。 

年次別でみると、図書館の利用率は最も多い 2 年次が 59.4％であるのに対して、最も少ない

1年次が 48.0％と 11.4ポイントの差がみられる。 

性別でみると、図書館の利用率は男子学生が 56.2％、女子学生が 51.2％となっており、女子

学生より男子学生が 5.0ポイント多い。＜図 55＞ 

 

■問 55. 図書館の利用状況（過年度調査・学科別・年次別・性別） 

【図 55 図書館の利用状況】 
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【結果概要（問 55-1・55-2）】 

問 55-1. 新聞の閲読としては、「ほぼ読まない」が 48.1％で最も多くなっている。「よく読ん

でいると思う」（4.9％）、「ときどき読んでいる」（21.4％）を合わせた「読んでいる」割合は

26.3％となっている。＜図 55-1＞ 

問 55-2. 読書については、「ほぼ読まない」が 43.1％で最も多くなっている。「よく読んでい

ると思う」（6.5％）、「ときどき読んでいる」（22.7％）を合わせた「読んでいる」割合は 29.2％

となっている。＜図 55-2＞ 

 

■問 55-1 新聞の閲読（学科別）  ■問 55-2 読書について（学科別） 

【図 55-1 新聞の閲読】 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

【図 55-2 読書について】 
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【結果概要（問 56・56-1）】 

問 56. トレーニングルーム（S&C）・AT ルームの利用については、「ほとんど利用していない」

が 39.2％で最も多く、次に「たまに利用している」が 35.6％となっている。 

所属学部・学科別でみると、スポーツ科学部スポーツ科学科は「いつも利用している」が

31.3％と最も多い。＜図 56＞ 

問 56-1. トレーニングルームの一週間あたりの利用時間については、「2 時間未満」が 44.4％

と最も多い。 

所属学部・学科別でみると、体育学部健康・スポーツマネジメント学科と教育学部教育学科

では「2時間未満」が他の学部・学科と比べて多くなっている。＜図 56-1＞ 

■問 56・問 56-1 トレーニングルームの利用状況・利用時間について（学科別） 

【図 56 トレーニングルームの利用状況】 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

【図 56-1 トレーニングルームの利用時間】 
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【結果概要（問 57）】 

問 57. 大学事務局の窓口の対応に対して、「満足している」と「やや満足している」を合わせ

た「満足」は 49.4％、「不満足である」と「やや不満足である」を合わせた「不満足」は 5.4％

と「満足」が上回っている。しかし、「どちらともいえない」は 45.2％を占めている。 

年度別でみると、前回調査と比べて「満足」は 5.8 ポイント減少、「不満足」は 1.2 ポイント

増加している。 

所属学部・学科別でみると、「満足」は体育学部スポーツ教育学科が 54.8％と最も多く、次に

体育学部健康・スポーツマネジメント学科が 48.6％、スポーツ科学部スポーツ科学科が 47.8％、

教育学部教育学科が 47.4％となっている。 

年次別では、「満足」と回答した割合は 4年次で 55.7％と最も多くなっている。 

性別でみると、「満足」と回答した男子学生が 48.2％、女子学生が 52.4％となっている。 

＜図 57＞ 

■問 57. 大学事務局の窓口の対応（過年度調査・学科別・年次別・性別） 

【図 57 大学事務局の窓口の対応】 
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【結果概要（問 58）】 

問 58. 大学での学生生活の満足度としては、「満足している」と「やや満足している」を合わ

せた「満足」は 77.6％であるのに対し、「不満足である」と「やや不満足である」を合わせた

「不満足」は 4.8％となっており、「満足」が大きく上回っている。 

年度別でみると、前回調査と比べて「満足」は 1.1 ポイント増加しており、「満足している」

も 1.3ポイント増加している。 

所属学部・学科別でみると、スポーツ科学部スポーツ科学科では「満足」が 75.6％と他の学

部・学科と比べて少なくなっている。 

年次別では、「満足」は 3 年次が 79.7％で最も多く、2 年次が 75.6％で最も少なくなっている。 

性別でみると、「満足」は男子学生が 75.8％、女子学生が 82.0％となっている。＜図 65＞ 

 

■問 58. 大阪体育大学の学生生活の満足度（過年度調査・学科別・年次別・性別） 

【図 58 大阪体育大学の学生生活の満足度】 
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１１．大学への意見・要望 

 

大学への意見・要望の記入数は 261人、総数 304件でした。 

主な項目としては、「施設・設備」関係が 149 件、「学生生活」関係が 76 件、「授業・教育」

関係 32 件、「その他」が 47 件となっており、「施設・設備」関係の意見・要望が最も多くなっ

ていました。以下に主な内容を記載します。 

 

□「施設・設備」関係 149件 

「施設・設備」関係で最も意見・要望が多かったのは、「食堂に関する改善要望」に関する意見が

80 件あり、「食堂のメニューや量を増やしてほしい」や「食堂を広くして座れるようにほしい」な

どの意見・要望がありました。次に多かったのが「金銭面・設備面での改善」の 35 件で「学費が

高いので安くしてほしい」や「喫煙所を作ってほしい」などの意見・要望が出ています。また、

「運動施設・更衣室の改善」が 21 件で「ロッカーの環境を良くしてほしい」、「トレーニングルー

ムの器具の種類を増やしてほしい」などが挙げられています。その他に「駐輪場・駐車場の改善」

が 9件、「大学の立地や周辺環境について」が 4件の意見・要望がありました。 

 

 

□「学生生活」関係 76件 

「学生生活」関係で最も多かったのは、「学内規則やシステムの改善」に関する意見が 23 件

あり、「実習や公式戦での欠席は公欠としてほしい」や「体調を崩すこともあるので、もう少し

欠席してもいい日数を増やしてほしい」などの意見・要望がありました。次に多かったのが

「教職員の対応」の 18 件で「臨時休校になる時などの連絡を早くしてほしい」、「欠席届の扱い

について担当教授に任せるのではなくて学内で統一するべき」などが挙げられている。「学生の

マナー・防犯への取組」としては「バイク運転のマナーが悪い」、「ロッカーで寝ている人が扉

をふさいだりしていて迷惑になっていることが多い」などが挙げられている。 

また「大学送迎バスの要望」と「部活動について」が各 9 件、「就職支援等の相談体制の改善」

が 2件の意見・要望がありました。 

 

 

□「授業・教育」関係 40件 

「授業・教育」関係では、「授業・カリキュラムの改善」の意見・要望が 31 件あり、「講義の

質を上げてほしい」や「色んな人とコミュニケーションを取れる場や講義を増やしていくべき」

などの意見・要望がありました。 

「オンデマンド授業を増やしてほしい」という意見も多いが、「オンデマンド授業より対面の

方が頭に入る」など相反する意見も１件あり、要望は一方向ではないことがわかります。 
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【大学への意見・要望の主要な 12 項目】 
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問１．大学に入ってから受けた授業で、次の項目はどのくらいありましたか 

【結果概要（4）】 

4. 理解がしやすいように教え方が工夫されていたかについては、「ある程度あった」が

53.4％と最も多く、「よくあった」の 34.7％を合わせると、88.1％の学生が教え方の工夫がされ

ていたと回答している。 

所属学部・学科別でみると、「よくあった」は体育学部スポーツ教育学科（41.3％）と教育学

部教育学科（38.7％）は 3 割台後半以上であるが、体育学部健康・スポーツマネジメント学科

（29.2％）とスポーツ科学部スポーツ科学科（30.1％）は約 3割と低くなっている。 

年次別でみると、「よくあった」と「ある程度あった」を合わせた割合は、2 年次が 87.7％、

4年次が 88.6％となっている。＜図 4＞ 

 

■4. 理解がしやすい教え方の工夫がされていたか（学科別） 

 

【図 4 理解がしやすい教え方の工夫がされていたか】 
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【結果概要（問 5）】 

5. 予習・復習など授業時間外に行うべき学習が指示されていたかについては、「ある程度あ

った」が 46.1％と最も多く、「よくあった」の 27.1％を合わせると、73.2％の学生が予習・復

習の指示があったと回答している。 

所属学部・学科別でみると、「よくあった」は教育学部教育学科（32.4％）と体育学部スポー

ツ教育学科（30.2％）で 3割以上と多いが、その他の学部・学科では 20％台で推移している。 

年次別でみると、「よくあった」と「ある程度あった」を合わせた割合は、2 年次が 74.1％、

4年次が 72.2％となっている。＜図 5＞ 

 

■5. 予習・復習指示の有無（学科別） 

 

【図 5 予習・復習指示の有無】 
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【結果概要（問 6）】 

6. 課題等の提出物に適切なコメントが付されて返却されていたかについては、「ある程度あ

った」が 39.9％と最も多く、「よくあった」の 25.9％を合わせると、65.8％の学生が適切なコ

メントの返却があったと回答している。 

所属学部・学科別でみると、「よくあった」は教育学部教育学科が 30.7％と最も多く、体育学

部健康・スポーツマネジメント学科では 21.5％と最も少なくなっている。また、「ある程度あっ

た」まで合わせると、教育学部教育学科は 70.3％と最も多く、唯一 7 割を超える学部・学科と

なっている。 

年次別でみると、「よくあった」と「ある程度あった」を合わせた割合は、2 年次が 66.5％、

4年次が 64.8％となっている。＜図 6＞ 

 

■6. 提出物に適切なコメントの有無（学科別） 

 

【図 6 提出物に適切なコメントの有無】 
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【結果概要（問 7）】 

7. グループワークやディスカッションの機会があったかについては、「ある程度あった」が

47.5％と最も多くなっており、「よくあった」の 30.7％を合わせると、78.2％の学生がグループ

ワークやディスカッションができたと回答している。 

所属学部・学科別でみると、「よくあった」と「ある程度あった」を合わせた割合は、教育学

部教育学科が 85.8％と最も多く、スポーツ科学部スポーツ科学科は 69.1％と最も少なくなって

いる。 

年次別でみると、「よくあった」と「ある程度あった」を合わせた割合は、2 年次が 73.0％、

4年次が 84.4％となっている。＜図 7＞ 

 

■7. グループワークやディスカッションの機会の有無（学科別） 

 

【図 7 グループワークやディスカッションの機会の有無】 
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【結果概要（問 8）】 

8. 質疑応答など、教員等との意見交換の機会があったかについては、「ある程度あった」が

41.1％と最も多く、「よくあった」の 25.6％を合わせると、66.7％の学生が教員等との意見交換

ができたと回答している。 

所属学部・学科別でみると、「よくあった」と「ある程度あった」を合わせた割合は、教育学

部教育学科が 78.7％と最も多く、スポーツ科学部スポーツ科学科では 59.1％と最も少なくなっ

ている。 

年次別でみると、「よくあった」と「ある程度あった」を合わせた割合は、2 年次が 64.0％、

4年次が 69.7％となっている。＜図 8＞ 

 

■8. 質疑応答など、教員等との意見交換の機会の有無（学科別） 

 

【図 8 質疑応答など、教員等との意見交換の機会の有無】 
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【結果概要（問 9）】 

9. ティーチングアシスタントなどによる補助的な指導があったかについては、「ある程度あ

った」が 40.1％と最も多く、「よくあった」の 23.2％を合わせると、63.3％の学生がティーチ

ングアシスタントの指導があったと回答している。 

所属学部・学科別でみると、「よくあった」と「ある程度あった」を合わせた割合は、教育学

部教育学科（67.5％）と体育学部スポーツ教育学科（67.3％）は 6 割台後半を占めているが、

スポーツ科学部スポーツ科学科は 59.1％と最も少なくなっている。 

年次別でみると、「よくあった」と「ある程度あった」を合わせた割合は、2 年次が 61.8％、

4年次が 65.0％となっている。＜図 9＞ 

 

■9. ティーチングアシスタントなどによる補助的指導の有無（学科別） 

 

【図 9 ティーチングアシスタントなどによる補助的指導の有無】 
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問 2．大学在学中に経験した以下の項目はどの程度有用だったと感じますか。 

経験していない場合は⑤を選択してください。 

【結果概要（問 10）】 

10. インターンシップ（５日間以上）については、「経験していない」を除くと「有用だった」

が 27.6％と最も多くなっており、「ある程度有用だった」の 14.2％を合わせると、41.8％の学

生がインターンシップは役立ったと回答している。 

所属学部・学科別でみると、「有用だった」と「ある程度有用だった」を合わせた割合は、体

育学部健康・スポーツマネジメント学科（77.7％）と教育学部教育学科（61.3％）は 6 割以上

を占めているが、体育学部スポーツ教育学科（52.5％）は 5割台と少なくなっている。 

年次別でみると、「有用だった」と「ある程度有用だった」を合わせた割合は、2 年次が

22.3％、4年次が 65.1％となっている。＜図 10＞ 

 

■10. インターンシップの有用度（学科別） 

 

【図 10 インターンシップの有用度】 
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【結果概要（問 11）】 

11. 海外留学・海外研修（短期も含む）については、「経験していない」を除くと「有用だっ

た」が 7.8％と最も多く、「ある程度有用だった」の 6.3％を合わせると、14.1％の学生が海外

留学・海外研修は役立ったと回答している。 

所属学部・学科別でみると、「有用だった」と「ある程度有用だった」を合わせた割合は、体

育学部スポーツ教育学科（18.6％）と体育学部健康・スポーツマネジメント学科（18.5％）は

15％を超えているが、教育学部教育学科（11.5％）とスポーツ科学部スポーツ科学科（11.3％）

は 1割強と少なくなっている。 

年次別でみると、「有用だった」と「ある程度有用だった」を合わせた割合は、2 年次が

10.8％、4年次が 18.1％となっている。＜図 11＞ 

 

■11. 海外留学・海外研修の有用度（学科別） 

 

【図 11 海外留学・海外研修の有用度】 
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【結果概要（問 12）】 

12. 主に英語で行われる授業の履修（語学科目を除く）については、「経験していない」を除

くと「ある程度有用だった」が 25.8％と最も多く、「有用だった」の 14.1％を合わせると、 

39.9％の学生が英語で行われる授業は役立ったと回答している。 

所属学部・学科別でみると、「有用だった」、「ある程度有用だった」ともに教育学部教育学科

が他の学部・学科と比べると多くなっており、「有用だった」と「ある程度有用だった」を合わ

せた割合も 52.5％と最も多くなっている。 

年次別でみると、「有用だった」と「ある程度有用だった」を合わせた割合は、2 年次が

35.0％、4年次が 45.6％となっている。＜図 12＞ 

 

■12. 英語授業の有用度（学科別） 

 

【図 12 英語授業の有用度】 
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問 3．大学教育を通じて、次のような知識や能力などが身に付いたと思いますか。 

【結果概要（問 13）】 

13. 専門分野に関する知識・理解については、「ある程度身に付いた」が 52.1％と最も多く、

「身に付いた」の 35.8％を合わせると、87.9％の学生が専門分野の知識を得たと回答している。 

所属学部・学科別でみると、「身に付いた」と「ある程度身に付いた」を合わせた割合は、教

育学部教育学科（92.9％）と体育学部スポーツ教育学科（90.9％）で 9 割以上を占めており多

くなっている。 

年次別でみると、「身に付いた」と「ある程度身に付いた」を合わせた割合は、2 年次が

86.2％、4年次が 90.0％となっている。＜図 13＞ 

 

■13. 専門分野に関する知識の習得度（学科別） 

 

【図 13 専門分野に関する知識の習得度】 
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【結果概要（問 14）】 

14. 将来の仕事につながるような知識・スキル・態度・価値観については、「ある程度身に付

いた」が 51.3％と最も多く、「身に付いた」の 36.3％を合わせると、87.6％の学生が将来の仕

事につながる能力を得たと回答している。 

所属学部・学科別でみると、「身に付いた」と「ある程度身に付いた」を合わせた割合は、教

育学部教育学科が 92.0％で最も多く、スポーツ科学部スポーツ科学科では 85.0％と最も少なく

なっている。 

年次別でみると、「身に付いた」と「ある程度身に付いた」を合わせた割合は、2 年次が

86.8％、4年次が 88.7％となっている。＜図 14＞ 

 

■14. 将来の仕事につながる能力の習得度（学科別） 

 

【図 14 将来の仕事につながる能力の習得度】 
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【結果概要（問 15）】 

15. 文献・資料を収集・分析する力については、「ある程度身に付いた」が 48.3％と最も多く、

「身に付いた」の 25.1％を合わせると、73.4％の学生が資料収集や分析する能力を得たと回答

している。 

所属学部・学科別でみると、「身に付いた」と「ある程度身に付いた」を合わせた割合は、教

育学部教育学科が 80.4％で最も多く、次に体育学部スポーツ教育学科（78.5％）、体育学部健

康・スポーツマネジメント学科（72.4％）、スポーツ科学部スポーツ科学科（66.3％）となって

いる。 

年次別でみると、「身に付いた」と「ある程度身に付いた」を合わせた割合は、2 年次が

70.0％、4年次が 77.3％となっている。＜図 15＞ 

 

■15. 資料収集・分析能力の習得度（学科別） 

 

【図 15 資料収集・分析能力の習得度】 
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【結果概要（問 16）】 

16. 論理的に文章を書く力については、「ある程度身に付いた」が 45.4％と最も多く、「身に

付いた」の 25.7％を合わせると、71.1％の学生が論理的に文章を書く能力を得たと回答してい

る。 

所属学部・学科別でみると、「身に付いた」と「ある程度身に付いた」を合わせた割合は、体

育学部スポーツ教育学科が 77.7％で最も多く、次に体育学部健康・スポーツマネジメント学科

（73.1％）、教育学部教育学科（72.0％）、スポーツ科学部スポーツ科学科（65.8％）となって

いる。 

年次別でみると、「身に付いた」と「ある程度身に付いた」を合わせた割合は、2 年次が

67.6％、4年次が 75.2％となっている。＜図 16＞ 

 

■16. 論理的に文章を書く力（学科別） 

 

【図 16 論理的に文章を書く力】 
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【結果概要（問 17）】 

17. 人に分かりやすく話す力については、「ある程度身に付いた」が 48.0％と最も多く、「身

に付いた」の 32.0％を合わせると、80.0％の学生が分かりやすく話す能力を得たと回答してい

る。 

所属学部・学科別でみると、「身に付いた」と「ある程度身に付いた」を合わせた割合は、体

育学部スポーツ教育学科が 87.2％で最も多く、次に教育学部教育学科（85.4％）、体育学部健

康・スポーツマネジメント学科（80.0％）、スポーツ科学部スポーツ科学科（72.5％）となって

いる。 

年次別でみると、「身に付いた」と「ある程度身に付いた」を合わせた割合は、2 年次が

76.0％、4年次が 84.9％となっている。＜図 17＞ 

 

■17. 分かりやすく話す力（学科別） 

 

【図 17 分かりやすく話す力】 
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【結果概要（問 18）】 

18. 外国語を使う力については、「ある程度身に付いた」が 33.0％と最も多いが、「身に付い

ていない」と「あまり身に付いていない」を合わせると、50.8％の学生が外国語を使う能力を

得ていないと回答している。 

所属学部・学科別でみると、「身に付いていない」と「あまり身に付いていない」を合わせた

割合は、スポーツ科学部スポーツ科学科が 55.8％で最も多く、次に体育学部健康・スポーツマ

ネジメント学科（55.4％）、体育学部スポーツ教育学科（49.6％）、体教育学部教育学科

（40.9％）となっている。 

年次別でみると、「身に付いた」と「ある程度身に付いた」を合わせた割合は、2 年次が

48.6％、4年次が 49.9％となっている。＜図 18＞ 

 

■18. 外国語を使う力（学科別） 

 

【図 18 外国語を使う力】 

 

 

 

 

  

16.2

    

13.1

13.1

    

14.3

18.5

33.0

28.9

    

31.1

41.3

    

31.4

30.7

27.3

25.4

    

26.2

34.5

    

20.1

22.3

30.0

18.5

    

16.9

23.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和 年度
       

体育学部 スポーツ教育学科
(N=242)

体育学部 健康・スポーツマネジメント学科
(N=130)

スポーツ科学部 スポーツ科学科(N=389)

教育学部 教育学科(N=225)

  年次
       

4 年次
(N=449)

身に付いた ある程度身に付いた あまり身に付いていない 身に付いていない



◆◇Ⅲ 調査結果 令和７年度 全国学生調査◇◆ 

- 116 - 

 

【結果概要（問 19）】 

19. 数理・統計・データサイエンスに関する知識・技能については、「ある程度身に付いた」

が 41.4％と最も多く、「身に付いた」の 18.3％を合わせると、59.7％の学生が数理・統計・デ

ータサイエンスに関する能力を得たと回答している。 

所属学部・学科別でみると、「身に付いた」と「ある程度身に付いた」を合わせた割合は、ス

ポーツ科学部スポーツ科学科が 61.7％で最も多く、次に体育学部スポーツ教育学科（61.2％）、

教育学部教育学科（57.3％）、体育学部健康・スポーツマネジメント学科（54.6％）となってい

る。 

年次別でみると、「身に付いた」と「ある程度身に付いた」を合わせた割合は、2 年次が

60.8％、4年次が 58.1％となっている。＜図 19＞ 

 

■19. 数理・統計・データサイエンスに関する知識・技能（学科別） 

 

【図 19 数理・統計・データサイエンスに関する知識・技能】 
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【結果概要（問 20）】 

20. 問題を見つけて解決方法を考える力については、「ある程度身に付いた」が 52.9％と最も

多く、「身に付いた」の 27.2％を合わせると、80.1％の学生が問題解決能力を得たと回答してい

る。 

所属学部・学科別でみると、「身に付いた」と「ある程度身に付いた」を合わせた割合は、教

育学部教育学科が 88.4％で最も多く、次に体育学部スポーツ教育学科（83.5％）、体育学部健

康・スポーツマネジメント学科（78.4％）、スポーツ科学部スポーツ科学科（73.8％）となって

いる。 

年次別でみると、「身に付いた」と「ある程度身に付いた」を合わせた割合は、2 年次が

78.0％、4年次が 82.6％となっている。＜図 20＞ 

 

■20. 問題解決能力（学科別） 

 

【図 20 問題解決能力】 
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【結果概要（問 21）】 

21. 他者と協働する力については、「ある程度身に付いた」が 45.0％と最も多く、「身に付い

た」の 42.8％を合わせると、87.8％の学生が協働する力を得たと回答している。 

所属学部・学科別でみると、「身に付いた」と「ある程度身に付いた」を合わせた割合は、体

育学部スポーツ教育学科が 91.7％で最も多く、次に教育学部教育学科（90.7％）、体育学部健

康・スポーツマネジメント学科（88.5％）、スポーツ科学部スポーツ科学科（83.6％）となって

いる。 

年次別でみると、「身に付いた」と「ある程度身に付いた」を合わせた割合は、2 年次が

85.7％、4年次が 90.5％となっている。＜図 21＞ 

 

■21. 他者と協働する力（学科別） 

 

【図 21 他者と協働する力】 
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【結果概要（問 22）】 

22. 幅広い知識、ものの見方については、「ある程度身に付いた」が 48.8％と最も多く、「身

に付いた」の 36.1％を合わせると、84.9％の学生が能力を得たと回答している。 

所属学部・学科別でみると、「身に付いた」と「ある程度身に付いた」を合わせた割合は、教

育学部教育学科が 88.9％で最も多く、次に体育学部スポーツ教育学科（87.6％）、体育学部健

康・スポーツマネジメント学科（86.9％）、スポーツ科学部スポーツ科学科（80.2％）となって

いる。 

年次別でみると、「身に付いた」と「ある程度身に付いた」を合わせた割合は、2 年次が

82.3％、4年次が 88.0％となっている。＜図 22＞ 

 

■22. 幅広い知識、ものの見方（学科別） 

 

【図 22 幅広い知識、ものの見方】 
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【結果概要（問 23）】 

23. 異なる文化に関する知識・理解については、「ある程度身に付いた」が 48.6％と最も多く、

「身に付いた」の 27.4％を合わせると、76.0％の学生が異文化に関する知識を得たと回答して

いる。 

所属学部・学科別でみると、「身に付いた」と「ある程度身に付いた」を合わせた割合は、教

育学部教育学科が 81.8％で最も多く、次に体育学部スポーツ教育学科（80.2％）、体育学部健

康・スポーツマネジメント学科（74.6％）、スポーツ科学部スポーツ科学科（70.4％）となって

いる。 

年次別でみると、「身に付いた」と「ある程度身に付いた」を合わせた割合は、2 年次が

73.1％、4年次が 79.3％となっている。＜図 23＞ 

 

■23. 異文化に関する知識・理解（学科別） 

 

【図 23 異文化に関する知識・理解】 
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問 4．これまでの大学での学び全体を振り返って、次の項目についてどのように思いますか。 

【結果概要（問 24）】 

24. 卒業時までに身に付けるべき知識や能力を意識して学修しているかについては、「ある程

度そう思う」が 47.6％と最も多く、「そう思う」の 38.7％を合わせると、86.3％の学生が意識

して学修していると回答している。 

所属学部・学科別でみると、「そう思う」と「ある程度そう思う」を合わせた割合は、教育学

部教育学科が 89.7％で最も多く、次に体育学部スポーツ教育学科（89.3％）、スポーツ科学部ス

ポーツ科学科（84.3％）、体育学部健康・スポーツマネジメント学科（80.8％）となっている。 

年次別でみると、「そう思う」と「ある程度そう思う」を合わせた割合は、2 年次が 86.2％、

4年次が 86.4％となっている。＜図 24＞ 

 

■24. 卒業時までに身に付けるべき知識や能力を意識した学修（学科別） 

 

【図 24 卒業時までに身に付けるべき知識や能力を意識した学修】 
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【結果概要（問 25）】 

25. 授業アンケート等の学生の意見を通じて大学教育が良くなっているかについては、「ある

程度そう思う」が 41.0％と最も多く、「そう思う」の 27.8％を合わせると、68.8％の学生が大

学教育が良くなっていると回答している。 

所属学部・学科別でみると、「そう思う」と「ある程度そう思う」を合わせた割合は、体育学

部スポーツ教育学科が 75.2％で最も多く、次に教育学部教育学科（68.0％）、スポーツ科学部ス

ポーツ科学科（66.6％）、体育学部健康・スポーツマネジメント学科（64.6％）となっている。 

年次別でみると、「そう思う」と「ある程度そう思う」を合わせた割合は、2 年次が 67.0％、

4年次が 70.9％となっている。＜図 25＞ 

 

■25. 学生の意見による大学教育の改善度（学科別） 

 

【図 25 学生の意見による大学教育の改善度】 
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【結果概要（問 26）】 

26. 教職員が熱心に教育に取り組んでいるかについては、「ある程度そう思う」が 48.5％と最

も多く、「そう思う」の 32.8％を合わせると、81.3％の学生が教職員は熱心だと回答している。 

所属学部・学科別でみると、「そう思う」と「ある程度そう思う」を合わせた割合は、教育学

部教育学科が 84.9％で最も多く、次に体育学部スポーツ教育学科（83.9％）、体育学部健康・ス

ポーツマネジメント学科（80.8％）、スポーツ科学部スポーツ科学科（77.6％）となっている。 

年次別でみると、「そう思う」と「ある程度そう思う」を合わせた割合は、2 年次が 79.9％、

4年次が 82.8％となっている。＜図 26＞ 

 

■26. 教職員が熱心に教育に取り組んでいるか（学科別） 

 

【図 26 教職員が熱心に教育に取り組んでいるか】 
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【結果概要（問 27）】 

27. 大学の学びによって成長を実感しているかについては、「ある程度そう思う」が 46.6％と

最も多く、「そう思う」の 37.8％を合わせると、84.4％の学生が成長を実感している。 

所属学部・学科別でみると、「そう思う」と「ある程度そう思う」を合わせた割合は、体育学

部スポーツ教育学科が 86.8％で最も多く、次に教育学部教育学科（86.2％）、体育学部健康・ス

ポーツマネジメント学科（83.9％）、スポーツ科学部スポーツ科学科（82.0％）となっている。 

年次別でみると、「そう思う」と「ある程度そう思う」を合わせた割合は、2 年次が 82.7％、

4年次が 86.4％となっている。＜図 27＞ 

 

■27. 大学の学びによって成長しているか（学科別） 

 

【図 27 大学の学びによって成長しているか】 
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問 5．今年度後期の授業期間中の平均的な 1週間（7日間）の生活時間は、それぞれどのくらい

ですか。 

【結果概要（問 28）】 

28. 一週間あたりの授業への出席（実験・実習、オンライン授業を含む）時間については、

「1－5 時間」が 34.1％と最も多くなっており、次に「11－15 時間」と「16－20 時間」が同率

で 13.9％となっている。 

所属学部・学科別でみると、体育学部スポーツ教育学科は「1－5 時間」が 54.1％、スポーツ

科学部スポーツ科学科は「16－20時間」が 22.9％と他の学部・学科より多くなっている。 

年次別でみると、2 年次は「16－20 時間」が 22.5％、4 年次は「1－5 時間」が 56.6％で最も

多くなっている。＜図 28＞ 

 

■28. 一週間あたりの授業への出席時間（学科別） 

 

【図 28 一週間あたりの授業への出席時間】 
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【結果概要（問 29）】 

29. 一週間あたりの卒業論文・卒業研究・卒業制作（4 年次のみ回答）にかける時間について

は、「1－5 時間」が 41.6％と最も多くなっており、次に「6－10 時間」が 20.5％、「11－15 時

間」が 11.1％となっている。 

所属学部・学科別でみると、教育学部教育学科は「1－5 時間」が 44.9％、体育学部スポーツ

教育学科は「6－10時間」が 22.6％と他の学部・学科より多くなっている。＜図 29＞ 

 

■29. 一週間あたりの卒業論文などにかける時間（学科別） 

 

【図 29 一週間あたりの卒業論文などにかける時間】 
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【結果概要（問 30）】 

30. 一週間あたりの予習・復習・課題など授業に関する学習（卒業論文等は除く）にかける

時間については、「1－5 時間」が 47.5％と最も多くなっており、次に「0 時間」が 35.3％、「6

－10時間」が 7.5％となっている。 

所属学部・学科別でみると、体育学部スポーツ教育学科は「0 時間」が 39.7％、スポーツ科

学部スポーツ科学科は「1－5時間」が 54.0％と他の学部・学科より多くなっている。 

年次別でみると、2 年次は「1－5 時間」が 53.3％、4 年次は「0 時間」が 41.2％で最も多く

なっている。＜図 30＞ 

 

■30. 一週間あたりの予習・復習などにかける時間（学科別） 

 

【図 30 一週間あたりの予習・復習などにかける時間】 
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【結果概要（問 31）】 

31. 一週間あたりの授業と直接関係しない自主的な学習（学問に関係する読書やディスカッ

ション、実技の練習、資格試験の勉強等）にかける時間については、「0 時間」が 39.6％と最も

多くなっており、次に「1－5時間」が 38.2％、「6－10時間」が 9.2％となっている。 

所属学部・学科別でみると、スポーツ科学部スポーツ科学科は「0 時間」が 43.2％、「1－5 時

間」が 41.1％と他の学部・学科より多くなっている。 

年次別でみると、2 年次、4 年次ともに「0 時間」が最も多くなっており、それぞれ 41.7％、

37.0％となっている。＜図 31＞ 

 

■31. 一週間あたりの授業と直接関係しない自主的な学習にかける時間（学科別） 

 

【図 31 一週間あたりの授業と直接関係しない自主的な学習にかける時間】 
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【結果概要（問 32）】 

32. 一週間あたりの部活動／サークル活動にかける時間については、「0 時間」が 28.8％と最

も多くなっており、次に「1－5時間」が 15.7％、「11－15時間」が 14.4％となっている。 

所属学部・学科別でみると、体育学部健康・スポーツマネジメント学科は「0 時間」（39.2％）、

「6－10 時間」（11.5％）と「31 時間以上」（13.1％）、スポーツ科学部スポーツ科学科は「11－

15 時間」（16.5％）、「16－20 時間」（18.0％）と「21－30 時間」（13.1％）、教育学部教育学科は

「1－5時間」（22.7％）で他の学部・学科より多くなっている。 

年次別でみると、2 年次、4 年次ともに「0 時間」が最も多くなっており、それぞれ 21.0％、

38.1％となっている。＜図 32＞ 

 

■32. 一週間あたりの部活動／サークル活動にかける時間（学科別） 

 

【図 32 一週間あたりの部活動／サークル活動にかける時間】 
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【結果概要（問 33）】 

33. 一週間あたりのアルバイト／定職にかける時間については、「0 時間」が 20.7％と最も多

くなっており、次に「6－10時間」が 17.4％、「11－15時間」が 17.1％となっている。 

所属学部・学科別でみると、スポーツ科学部スポーツ科学科は「0 時間」が 26.5％、「6－10

時間」が 20.3％で最も多く、体育学部健康・スポーツマネジメント学科は「11－15 時間」が

18.5％で、他の学部・学科より多くなっている。 

年次別でみると、2 年次、4 年次ともに「0 時間」が最も多くなっており、それぞれ 20.5％、

20.9％となっている。＜図 33＞ 

 

■33. 一週間あたりのアルバイト／定職にかける時間（学科別） 

 

【図 33 一週間あたりのアルバイト／定職にかける時間】 
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【結果概要（問 34）】 

本調査や大学での学びについての自由意見では記入者は 966 人、「特に意見はない」が 742 人

で何らかの意見記入が 224人となっている。 

意見の中で「授業」についての意見は 57 件で最も多く、次に「楽しかった・良かった・満足

している」等の肯定的な意見は 41件、「大学での学びの内容」について 32件となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（件）

本調査や大学での学びについて 970

授業 57

楽しかった・良かった・満足している 41

大学での学びの内容 32

アンケート 23

感謝の言葉 20

大学の支援 13

自分自身の今後の取り組み 12

教員・職員 10

食堂 3

施設・設備 2

交通手段・ アクセス 2

学費が高い 1

その他 12

意見なし 742



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅳ 資料編 

  調査票 
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